
P 2  ～ 子育て世帯を全力応援！子育て支援サービスの紹介
P 4  ～ 南魚沼市行政ポイント始めます！
P 7  ～ 各種補助金
P21 ～ 市からのお知らせ
P34　  市長日記

P 2  ～ 子育て世帯を全力応援！子育て支援サービスの紹介
P 4  ～ 南魚沼市行政ポイント始めます！
P 7  ～ 各種補助金
P21 ～ 市からのお知らせ
P34　  市長日記

2025

4
No.245

みなみ魚沼
Minami-Uonuma

みなみ魚沼
Minami-Uonuma●●市 報

もっと



　　担当・相談窓口 ～気軽にご相談ください～
① 子育て支援課〔本庁舎〕 ☎773・6822
　  子育て支援の制度や各種手続き、保育園についての相談など

② 保健課〔本庁舎（南分館）〕 ☎773・6811
　  乳幼児健診や子どもの発達、育児の不安や悩み相談など

③ 子育て支援センター〔子育ての駅 ほのぼの〕 ☎772・7754
　  子育てについての悩みごとや困りごとやほのぼの広場など

④ こども家庭サポートセンター〔本庁舎（南分館）〕 ☎775・7902
　  妊娠、出産、子育てなどの子どもに関わる相談など

南魚沼市
子育てページ

児童手当（子ども１人あたりの月額）
第１子・第２子
・３歳未満 15,000円
・３歳～高校生年代 10,000円
第３子以降（多子加算） 一律 30,000円

子どもの医療費助成事業
保険費用分の医療費について
０歳児～未就学児
　通院・入院費用の保険適用分の医療費を
全額助成
小学１年生～18歳（18歳到達年度末まで）
　通院１回につき530円、入院１日につき
1,200円を超える額を助成

ファミリー・サポート事業
　ファミリー・サポート・センターは、子育てをお手
伝いしてほしい人(依頼会員)と、子育てをお手伝いして
くれる人(提供会員)が、協力し合い子育てを地域ぐるみ
でお手伝いする組織です。伴走型の子育て応援とし
て、ファミリー・サポート・センター利用料の一部を
市が助成します。

      幼児フッ化物塗布事業
　令和6年10月から、3歳6か月ごろの子ど
もを対象に、市内の歯科医院でフッ化物塗
布を無料で行える受診券を3歳児健診時にお
渡ししています。

        乳幼児健診・予防接種のデジタル化

乳幼児

小学生

中学生

高校生

乳幼児

小学生

中学生

高校生 ①
①

③

②

ほかにも
各種子育て
支援を紹介

　令和７年２月から、１歳６か月児健診とBCG予防接種のデジ
タル問診票・予診票を導入しました。今後、対象の乳幼児健
診・予防接種を拡充予定です。

②NEW

NEW
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（市内ウェブサイト内）

～若者が帰ってこられる、住み続けられるふるさとに～

子育て支援サービスの紹介

子育て世帯を全力応援！

子育て支援サービスの紹介

子育て世帯を全力応援！子育て世帯を全力応援！

子育て支援サービスの紹介

南魚沼市
子育てブック

移住のための
支援・取組南魚沼で働く 地域との

つながり・取組
南魚沼市移住定住促進
ライフスタイルマガジン

「ねっこ」

南魚沼市移住・定住サイト南魚沼市移住・定住サイト

～若者が帰ってこられる、住み続けられるふるさとに～

出産・子育て応援事業
　すべての妊婦、子育て家庭が安心して出産・子育てができ
るよう、妊娠時から寄り添い、相談に応じ、必要な支援につ
なぐ「伴走型相談支援」と「経済的支援」を行います。
経済的支援（所得制限なし）
出産応援給付金：妊婦1人につき5万円
子育て応援給付金：子ども1人につき5万円

各種助成
・妊産婦健康診査費用、妊婦歯科健康診査 ②
・産後ケア事業（宿泊型、日帰り型、訪問型）④
・妊産婦医療費 ①　母子手帳の交付を受け、
　申請をした日から出産日の翌月末までの保険
　適用分の医療費を全額助成

　出産までの妊婦健康診査を助成

      保育料・副食費無償化
　令和７年４月から、子育て世帯の経済負
担軽減を図るため、０歳児～２歳児に係る
「保育料」と３歳以上児に係る「副食費」
を無償化します。

めごちゃん祝い
　令和３年４月１日～令和８年３月31日に生まれた
子どもを対象に、市での子育てを応援するため支給
支給額　第１子：12万円、第２子：15万円、
　第３子以降：20 万円

妊娠
出産

妊娠
出産

④

①

①

妊婦健康診査の15回目以降の
検査を助成 ②

　各事業について、詳しくは３ページの
窓口（①～④）にお問い合わせください。

（市内ウェブサイト内）

もっと

NEW

NEW
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  ポイント利用の流れ    行政ポイント対象事業は一覧をご覧ください。

  令和７年度行政ポイント対象事業一覧
　　　　　　  事業名

市図書館の利用

書架整理ボランティア

ディスポート南魚沼の利用

普通救命講習、上級救命講習
応急手当普及員再講習

筋力づくりサポーター養成講座

食生活改善推進員養成講座

手話奉仕員養成講座

　　ポイント数

１ポイント
（1日1回のみ）
１ポイント
（1回参加）
１ポイント
（1日1回のみ）

50ポイント

200ポイント引換券

200ポイント引換券

100ポイント引換券

　　　ポイント対象者

市図書館で本を借りる人

市図書館での書架整理
ボランティアの参加者
運動のためディスポート
南魚沼を利用する人

講習の修了者

講座を受講し、筋力づくり
サポーターに新規登録する人
講座を受講し、食生活改善
推進員に新規登録する人
講座の修了者

　 担当課

図書センター

図書センター

生涯スポーツ課

消防本部

介護高齢課

保健課

福祉課

市ウェブサイトでも確認できます
※対象事業は随時追加

●ポイントを貯めてお買い物
　ポイントは、南魚沼ポイント
会の加盟店でのお買い物に使
えます。
　会計時に使用したいポイン
ト数をお伝えください。

●米っこカード、米っこカードアプリでポイントを受け取る
　対象事業会場、加盟店でカードを発行します。
　米っこカードアプリの登録には、米っこカードが必要です。
※ポイント引換券は、加盟店でポイントに引き換えてください

●対象事業に参加する ●対象施設を利用する

ディスポート南魚沼 プールディスポート南魚沼 プール普通救命講習普通救命講習

❶

❷

❸
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図書館でポイントを受け取る

  米っこカード    とは
　市内の加盟店で使えるポイントカードです。（令和７年
４月開始）
　加盟店でお買い物をすると、110円（税込）のお買い物
につき１ポイントがもらえます。ポイントは、加盟店で1
ポイントで１円のお買い物に利用できます。
　現在の加盟店は60店舗です。（のぼり旗が目印）
　詳しくは、米っこカードウェブサイトをご覧ください。

問合せ（米っこカード）
　南魚沼ポイント会（米っこカード）事務局　☎090・6336・6190

  行政ポイントとは
　市が指定する事業への参加や施設を利用する
とポイントがもらえます。
　行政ポイントは、「米っこカード」のポイント
として、１ポイント＝１円として利用できま
す。

加盟店のみなさん加盟店のみなさん

南魚沼市行政ポイント始めます！南魚沼市行政ポイント始めます！

図書館でポイントを受け取る

＼４月1日㈫ 開始／

行政ポイント対象事業に参加して、
楽しくポイントを貯めましょう！

【問合せ】（行政ポイント）
　企画政策課　☎773・6672

米っこカード
ウェブサイト

詳しくは

こめ
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令和7年度　南魚沼健康ポイント
期間　４月１日㈫～令和8年２月２８日㈯
【問合せ】保健課　☎773・6811　　　FAX773・6839

　南魚沼健康ポイントは、継続して健康づくりに取り組み、運動を習慣化することを目的とした事業です。
※�事業は公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社（ディスポート南魚沼・南魚スポーツパラダイス）
に委託しています 

健康ポイントの対象イベントなど（２月20日現在）

対象　18歳以上の市民（高校生は除く）

景品（応募者の中から抽選）
　宿泊券、温泉利用券、運動施設利用券、リフト
券（第１期のみ）、特産品
・�抽選に外れた人に参加賞として行政ポイントを
100ポイント付与します。（各期1回のみ）

健康ポイントがたまる活動
・健康診断（基礎健診）を受ける
　　　　　　　10ポイント
・がん検診などを受ける　各10ポイント
・体力測定会に参加　10ポイント
・対象の講演会や教室、イベントなどに参加
　５ポイント /回
・総合型地域スポーツクラブの教室に参加
　５ポイント /回
・自分で目標設定した運動　1ポイント /日
・体重や血圧の測定　1ポイント /日
・�（特定保健指導対象者限定）行動目標に取り組み、
健診時より体重 -1kg または腹囲 -1cmを達成
　10ポイント

応募に必須

　満点チケットが発行されたら、専用応募フォー
ムまたは応募窓口で専用用紙を提出する。

応募のチャンスは期間中２回
　応募回数が多いほど景品の当選確率が上がります。

健康ポイントのため方は２種類
（１）健康ポイントカードでためる
　健康ポイントカード（裏面）に記録し、50 ポ
イントたまったら必要事項を記入して、応募窓口
に提出する。
（２）LINE 公式アカウントでためる
　QRを読み取るか、友だち検索「＠022vuwhw」
と入力し友だちに追加する。送信さ
れるトークや対象イベントのQRか
ら 50ポイントためる。（ポイント取
得は１日１回のみ）

締切　・第１期　９月30日㈫
　　　・第２期　令和8年２月 28日㈯

時期 イベント
６月 グルメマラソン、さわやかジョギング大会
７月 ナイトウォーク、市民登山
10月 市縦断駅伝大会、体力測定会

通年 保健課が実施する講演会や健康教室、筋力
づくり教室、まめでいきいき倶楽部

ポイントカードを提出する際は、必ずご記入ください　※個人情報は、健康ポイント事業にのみ使用

氏
ふりがな

名� 男　・　女
アンケートにご協力ください
1．健康保険　　①国民健康保険　　②社会保険　　③その他
2．健康ポイントに参加した理由
①健康づくり　　②家族・知人の勧め　　③景品がある
④昨年度も参加していた　　⑤その他（� ）

3．健康ポイントに参加して変化したこと
（1）健康への意識　　①高まった　　②変わりない
（2）健康づくりの取組
①健康ポイントをきっかけに始めた　　②以前からしている

4．今後も取組を継続しますか　　①はい　　②いいえ
5．主にどこで運動していますか
①自宅　　②ディスポート　　③大原運動公園　　④トレセン
⑤南魚沼市スケートパーク　　⑥民間スポーツジム
⑦市営体育館・グラウンド　　⑧公園　　⑨その他（� ）

6．ご意見をお聞かせください
〔� 〕

住所　　〒949-
南魚沼市
電話　　　　　　　　　（　　　　　　）
生年月日
昭和・平成　　　　　　　年　　　　月　　　　日

提出日　　　令和　　　　年　　　　月　　　　日

希望する景品1つに☑してください
□宿泊券
□温泉利用券
□運動施設利用券
□リフト券（第１期のみ）
□特産品　

※�希望以外の景品が当選する
場合があります。

※�抽選に外れた人に行政ポイ
ントをプレゼントします。
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南魚沼健康ポイントカード（提出用）
応募締切：第１期　令和７年９月 30 日㈫
　　　　　第２期　令和８年２月 28 日㈯

 

南魚沼健康ポイントカード（提出用） 
応募締切：第 1 期 令和 7年 9 月 30 日㈫ 

第 2 期 令和 8 年 2 月 28 日㈯ 

提出回数 

1 回目・2 回目以降 
※どちらかに○をつけてください 

①健康診断 応募に必須 10P 

受診日 

令和  年  月  日 

※ポイントは 1 回目のみ加算 

特定保健指導対象者限定 

⑧体重-1kg または腹囲-1cm を達成          10P 

体重 
開始時 応募時

腹囲 
開始時 応募時 

kg kg cm cm 
 

②がん検診など     各 10P 

成人歯科健診（令和７年から） 

項目 受診日 

肺 令和  年  月  日 

胃 令和  年  月  日 

大腸 令和  年  月  日 

子宮 令和  年  月  日 

乳 令和  年  月  日 

骨 令和  年  月  日 

歯科 令和  年  月  日  

③体力測定会        10P 

令和  年  月  日 
 

・①②は職場や人間ドックでの
健（検）診も対象です。 

・健（検）診が令和 8 年 3 月の
予定の人は、令和 6 年度の受診
日を記載してください。 

④対象の講演会や教室、イベントなど          5P/回 

月日 講演会・教室名 月日 講演会・教室名 
／  ／  
／  ／  
／  ／  
／  ／   

⑥自分で目標設定した運動                1P/日 

目標「                               」 

例：毎日 5000 歩、毎朝ラジオ体操、毎週ジムで運動 
実施日 

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／  

⑤総合型地域スポーツクラブの教室           5P/回 

教室名 参加日 
 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

※南魚スポーツパラダイス、スポーツ＆ライフ南魚沼の教室が対象 

※ポイントカードは、再発行や複数人で共有することはできません  

⑦体重測定または血圧測定                1P/日 

実施日 
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／  ①～⑧の合計 

／50P  
【応募窓口】 
保健課、生涯スポーツ課、市役所
総合窓口、大和市民センター、塩
沢市民センター、市民会館、ディ
スポート南魚沼、南魚沼トレー
ニングセンター 

提出回数

 １回目・２回目以降
※どちらかに〇をつけてください
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交通安全は一人ひとりの意識から
　　　みんなで守ろう交通ルールとマナー

【問合せ】環境交通課　☎７７３・６６６６

春の全国交通安全運動 スローガン 春の道　譲る気持ちに　笑顔サク

　4月6日㈰～15日㈫の10日間「春の全国交通安全運動」が実施されます。春は新年度とともに、屋外
で活動する機会が増えます。あらためて交通ルール、マナーを考え、交通安全意識を高める機会にしましょう。

運動の重点
・�こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道
路交通環境の確保と正しい横断方法の実践
・�歩行者優先意識の徹底とながら運転などの根絶や
シートベルト・チャイルドシートの適切な使用の
促進
・�自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘル
メット着用と交通ルールの遵守の徹底

　啓発活動として、南魚沼警察署と交通安全協
会の協力で、４月７日㈪ 10：00 から、国道
17号浦佐待避所で交通指導所を開設します。

　一人ひとりが交通ルールを守り、いつも以
上に交通事故の防止に努めましょう。

４月10日㈭は「交通事故死ゼロをめざす日」

自転車を安全に運転しましょう！
　令和５年４月１日から自転車に乗るすべての人にヘルメット着用が
努力義務化されましが、新潟県は着用率が全国 44位との調査結果が
出ました。県内で自転車乗車中に交通事故で亡くなった人のうち、半
数以上が頭部に致命傷を負っています。
　自分の命を守るため、みんながヘルメットを着用しましょう。
　また、令和6年 11月 1日に道路交通法が改正され、新たに「運転
中のながらスマホ」や「酒気帯び運転」に罰則が追加されました。
　自転車は自動車と同じ「車両」であり、道路を通行するときは交通
ルールを守り、安全に運転しましょう。

　高齢者の交通事故防止のため、運転免許証を返納した人に支援をしています。この機会に、自主返納を
考えてみませんか？
対�象　65歳以上で市内に住所があり、有効期間
内にすべての種類の運転免許証を返納した人

申込�み　南魚沼警察署交通課で、運転免許証を返
納した際に交付される「申請による運転免許
の取消通知書」を総合窓口（本庁舎）に持参し、
申請してください。

申請期限　免許証返納日から６か月以内

高齢者運転免許証自主返納支援事業

運転経歴証明書

支援（10,000 円分、１人１回のみ）
　次の5,000 円相当の券種から２つ選択
　　（同じ券種を選ぶことも可）
・市民バス回数乗車券
・�越後交通株式会社バス回数乗車券（南越後観光バ
ス株式会社の各路線でも使用可能）

・タクシー利用券（市内タクシー事業者のみ使用可能）

　運転免許証を返納後に、運転免許証と同等の証明書類として利用できます。南魚沼警察署交通課で交付
を受けることができます。
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各種補助金など～省エネの推進・再エネ導入の促進関連～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
環
境
交
通
課
　
☎
７
７
３
・
６
６
６
６

2050年温室効果ガス排出量実質ゼロへ
　南魚沼市ゼロカーボンシティを宣言します

南魚沼市脱炭素推進事業
シンボルマーク

地球温暖化対策
実行計画

省エネ家電普及促進補助金 太陽光発電設備設置費補助金

電気自動車等充電設備設置補助金

　「ゼロカーボンシティ宣言」とは、各地で深刻化している地球温暖化に対し、
自治体が温室効果ガスの排出を 2050 年までに実質ゼロにすることを目指すと
いう宣言です。
　南魚沼市は、令和７年４月１日にこの宣言を行い、市の豊かな自然環境を未来
の世代に引き継いでいくため、脱炭素社会の実現に向けた取り組みを強化してい
きます。

※�各補助金の補助要件や申請方法、必要書類など、詳しくは、ＱＲから市ウェブサイトをご覧いただくか、
環境交通課にお問い合わせください

　令和７年度を「ゼロカーボンシティ強化元年」と位置付けて、温室効果ガス削減に
向けた行動変容や意識の醸成を推進するためのさまざまな施策を具体的、着実に進め
ます。
　令和６年度に策定した地球温暖化対策実行計画【区域施策編】に基づき、2030年
温室効果ガス削減目標 50パーセントの達成に向けた動きを加速するため、省エネの
推進・再エネ導入の促進に関する補助金を創設・拡充しました。ご活用ください。

購入先 エアコン 冷蔵庫
市内に本社がある市内店舗 ５万円 ３万円
市内に本社がない市内店舗 ３万円 １.５万円

受付期間　４月１日㈫～（先着順）
　※予算に達し次第、受付終了
　　予算額　800万円

受付期間　５月1日㈭～（先着順）
　※予算に達し次第、受付終了
　　予算額　100万円

受付期間　４月１日㈫～（先着順）
　※予算に達し次第、受付終了
　　予算額　950万円

補助対象者　市民

補�助対象者　市民または市内に事業所を有する事
業者

補�助対象者　市民または市内に事業所を有する事
業者補助対象　・エアコン　・冷蔵庫（NEW）

※�いずれも住宅で使用している既設家電に対し二酸
化炭素の削減量が30％以上の製品が対象です。
申請する場合は、購入前に必ず確認してください。
確認方法は市ウェブサイトからご覧ください。

補助対象　太陽光発電設備および定置型蓄電池
・FIT、FIP 制度の認証を取得するものを除く。
・�定置型蓄電池は太陽光発電設備と同時に設置す
る場合に限る。

・�定置型蓄電池は、kWhあたりの設置経費が住宅
用14.1 万円以下、業務用16万円以下のもの。

補�助対象　電気自動車、プラグインハイブリッド
車の普通充電設備と急速充電設備

補�助額　製品代金の 1/5 または下記の上限額のう
ちいずれか低い金額

補助額
・�太陽光発電設備：7万円×発電容量または設置
経費の1/3 のいずれか低い方の額
　（上限　66万 5千円）
・定置型蓄電池：設置経費の1/3
　（上限　20万円）

補�助額　充電設備本体と設置経費の1/2
　　　　（上限4万円）

拡充

NEW
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各種補助金など～省エネの推進・再エネ導入の促進関連、教育～

　　　再生可能エネルギー導入支援補助金

木質バイオマスストーブ等設置補助金事業

南魚沼市小中学生英語検定料補助金

省エネ住宅普及促進補助金
受付期間　５月１日㈭～（先着順）
　※予算に達し次第、受付終了
　　予算額　300万円

受付期間
・１次募集：４月１日㈫～４月30日㈬
・２次募集：９月１日㈪～９月30日㈫

補助対象者
　次の要件を満たす小・中学生の保護者
・市内に住所がある
・英検を受検している

交付申請
　学校教育課へ「南魚沼市小中学生英語検定料補助
金交付申請書兼実績報告書」
を提出してください。
※�交付申請書は市ウェブサイ
トからダウンロード可

補助対象試験
　英検５級以上
補助金の額と回数
補助対象試験の検定料の一部。（右表）
※対象児童・生徒１人につき年１回

受付期間　６月２日㈪～（先着順）
　※予算に達し次第、受付終了
　　予算額　2,050 万円

補�助対象者　市民または事業者などの市内の団体

補�助対象者
・市民または市内に事業所を存する事業者

補�助対象者　市民または事業者
補�助対象　市内に小水力発電、地中熱利用を導入
するための調査、計画策定などに要する費用

補�助対象
・�木質ペレットや間伐材、薪などを燃料とするス
トーブやボイラーの本体
・必要な付帯資材と設置に係る経費

補�助対象　市内でZEH（ゼッチ）などの要件に該
当する断熱等性能等級 6以上かつ気密性能 1.0
以下の住宅の新築・建替え工事補�助額　対象事業の1/2

　　　　（上限100万円） 補助額（定額）　・断熱等性能等級6：133万円
　　　　　　　 ・断熱等性能等級7：211万円

補助額（千円未満切捨て）
対象経費の1/4 以内の額（上限８万円）
・1次募集予定額：80万円（10台程度）
・2次募集予定額：80万円（10台程度）

申�込み　申請書に見積書、設置機器のカタログ、
設置箇所の写真を添付してお申し込みください。

申請窓口　環境交通課、大和・塩沢市民センター
注意事項　
・予算額を超えた場合は、担当課で抽選を行います

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
環
境
交
通
課
　
☎
７
７
３
・
６
６
６
６

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
学
校
教
育
課
　
☎
７
７
３
・
６
８
２
２

　市では、環境負荷の少ない新エネルギーの導入促進と木材の利用拡大による地球
温暖化対策を推進するため、ペレットストーブやペレットボイラー、薪ストーブの
設置経費に対して補助金を交付します。

※�各補助金の申請方法や必要書類など、詳しくは、市ウェブサイトをご覧いただくか、環境交通課にお問
い合わせください

　市教育委員会では、児童・生徒の英語力と学習意欲の向上を図るため、令和７年度より対象者を小学生
まで拡充し、名称を「南魚沼市小中学生英語検定料補助金」に変更します。

１級・準１級 ２級・準２級 ３級 ４級・５級
5,000 円 4,000 円 3,000 円 2,000 円

NEW

拡充

NEW
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各種補助金など～住宅関連～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
都
市
計
画
課
　
☎
７
７
３
・
６
６
６
２

「みんな住
ス

マイル」改修補助金

　市民の住環境の向上と定住促進を図るため、市内の施工業者が行う住宅のリフォーム工事に対して補
助金を交付します。

受付期間 必要書類　

補助対象者

補助金交付決定予定日

注意事項

補助対象事業

補助額
・�子育て世帯（中学生以下の子どもか妊婦のいる
世帯）：15万円
・一般世帯：10万円
（加算要件）
・�住宅所在地が居住誘導区域内の場合は、２万円
を加算する
・�階段昇降機またはホームエレベーターを新たに
設置する場合は、10万円を加算する
※�居住誘導区域：南魚沼市立地適正化計画で居住
の誘導を図る区域。詳しくは、市ウェブサイト
をご確認ください

・�対象住宅の所有者またはその配偶者か、所有者
の２親等以内の親族
・�対象住宅に居住している、または居住すること
が確定している
・�市に住民登録をしている、または住民登録をす
ることが確実と見込まれる
・�申請者とその世帯員全員に市税の滞納がない

　４月中の申請：５月15日㈭
　５月中の申請：５月30日㈮

・�令和６年度にこの補助金を受けた人や住宅は対
象外（ただし、階段昇降機またはホームエレベー
ターを新たに設置する場合は、加算分の 10 万
円を補助額として申請できます）

・�交付申請日より前に着手している工事は補助金
の対象外

・�交付決定前に施工業者と契約し工事に着手する
場合は、交付申請書に記載の事項について誓約
が必要

・�併用住宅は住宅部分の工事のみが補助対象であ
り、申請時に必ず専用住宅部分の面積割合の記
入が必要

・築1年以上経過した個人住宅のリフォーム工事
・補助金の交付申請後に市内施工業者と契約をする
・補助対象経費が50万円以上
・�令和８年２月 27 日㈮までに完了し、実績報告
できる
・市の他の補助金の対象となっていない

・交付申請書
・見積書（明細形式のもの）
・現況写真（住宅全景と工事個所の着手前）
・�通帳の写し（口座番号、口座名義人（カタカナ）
のわかる面）

・市税納税証明書（税務課が発行したもの）
（該当者のみ）
・�母子手帳（妊娠している人が世帯員におり、他
に中学生以下の子どもがいない場合）

・居住確約書（工事後に対象住宅に転居する場合）

確実な工事実施をお願いします

　交付決定後に工事を中止し、交付を辞退す
る事例が多くあります。これにより、必要と
する人に補助金が適切に交付されません。申
請の際は工事内容をよく検討し、工事を実施
することが確実である場合に申請してくださ
い。辞退理由によっては、次回以降の申請受
付ができなくなる場合があります。

　４月７日㈪～５月16日㈮
※予算に達し次第、受付終了
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中古住宅リフォーム補助金

　中古住宅の利活用を促進し、市民の住環境の向上と定住促進を図るため、市内の中古住宅を取得し、
100万円以上のリフォーム工事を行う人に補助金を交付します。

受付期間 補助額

補助対象者

補助対象建物

補助対象事業

必要書類

注意事項

・�中古住宅のリフォーム工事を行い当該住宅に居
住する
・�南魚沼市に住民登録をしている、または住民登
録をすることが確実と見込まれる
・申請者とその世帯員全員に市税の滞納がない
・�補助金交付の日から５年以上、対象となる中古
住宅に居住する

・購入または相続・贈与で取得した中古住宅
・�専用住宅またはリフォーム工事後に専用住宅と
する住宅
・昭和56年６月１日以後に着工された住宅

・�申請日時点で、購入により取得する場合は売買
契約から１年未満、相続または贈与により取得
する場合は所有権移転登記から１年未満の住宅
に対して実施する
・補助対象経費が100万円以上
・補助金の交付決定後に市内施工業者と契約をする
・�令和８年２月 27 日㈮までに完了し、実績報告
できる
・市の他の補助金の対象となっていない

・交付申請書
・見積書（明細形式のもの）
・現況写真（住宅全景と工事個所の着手前）
・�通帳の写し（口座番号、口座名義人（カタカナ）
の分かる面）

・市税納税証明書（税務課が発行したもの）
・承諾書兼誓約書
・�売買契約書または所有権移転登記が完了した証
明書の写し

（該当者のみ）
・�移住前の住所地の住民票の写し（市外からの移
住の場合）

・これまでにこの補助金を受けた人や住宅は対象外
・�昭和 56年５月 31日以前に着工された中古住宅
の場合、耐震基準を満たすための改修工事を行
うときは補助対象とできる（別途耐震性能を満
たす旨の証明の提出が必要）

補助対象経費
補助金の額

居住誘導区域内 居住誘導区域外
100万円以上
200万円未満 200,000 円 160,000 円

200万円以上
300万円未満 400,000 円 320,000 円

300万円以上
400万円未満 600,000 円 480,000 円

400万円以上
500万円未満 800,000 円 640,000 円

500万円以上 1,000,000 円 800,000 円

各種補助金など～住宅関連～

【
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　４月１日㈫～予算に達し次第、受付終了

共通事項

「みんな住マイル」改修補助金	（12 ページ）

中古住宅リフォーム補助金	 （13 ページ）

申請窓口　都市計画課、大和・塩沢市民センター
※�各市民センターでは書類の受け取りのみを行
い、申請の受付は都市計画課で行います

そ�の他　補助対象・対象外工事の主な例など、
詳しくはお問い合わせください。また、申請
窓口で案内文書を配布しています。

　申請者が市外から移住する場合は、次の額を上
記額に追加する。
・新潟県内から移住：５万円
・新潟県外から移住：10万円
※�居住誘導区域：南魚沼市立地適正化計画で居住
の誘導を図る区域。詳しくは、市ウェブサイト
をご確認ください
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各種補助金など～住宅関連～
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克雪住宅 ･ 宅地等消雪設備補助金
　令和７年度の克雪住宅・宅地等消雪設備の補助金申請の受け付けを開始します。克雪住宅（電気・ガス・
灯油などを使用した融雪式か耐雪式）と、宅地などへの消雪設備の設置が対象です。

事業名 ①克雪すまいづくり支援事業補助金 ②宅地等消雪設備普及促進事業補助金

対象となる
条件

・�市内に居住する人・居住が確定している人
が、市内に克雪住宅を新築・増改築・改良、
購入する場合
・�地下水採取規制重点区域内の事業所などを
克雪化して新築・増改築・改良する場合

住宅用か事業用の宅地に消雪設備を設置す
る場合（地下水を利用した融雪式は対象外）

補助対象
工事費 融雪施設設置など克雪化に要する工事費 宅地などへの消雪設備設置に要する工事費

補助率・
補助金の額

要援護世帯（高齢者のみの世帯など）
補助対象工事費の22％（千円未満切捨て）
［限度額55万円］ 補助対象工事費の１／３（千円未満切捨て）

［限度額50万円］その他世帯
補助対象工事費の17.6％（千円未満切捨て）
［限度額44万円］

補助対象
区域

住宅：市内全域
事業所：地下水採取規制重点区域内のみ 地下水採取規制重点区域のみ

予定戸数 ７戸 １戸
工事期間 交付決定の日～12月 31日㈬

必要書類

申し込み方法

注意事項

　案内図、工事見積書、納税証明書、工事計画図、
融雪方式の資料（カタログなど）

・写真（着手前・工事中・完成）は実績報告に必要
・交付決定を受ける前に着手した工事は対象外
・地下水を利用した融雪式は対象外
・�過去にこの補助制度やその他類似制度で、補助
金の交付を受けた建物や敷地は対象外

　建築確認済証の写し（新築・増改築時）、家屋課
税台帳登録証明書（改良時）、立面図
追加書類（該当する場合）
・耐雪式　構造計算書の写し
・�併用住宅　全体面積と住居面積を記入した平面
図（住居部分に着色）
・�一部克雪化　全体屋根面積と融雪面積を記入し
た屋根の平図面

・�一部克雪化の場合、克雪屋根部分の面積が３/５
以上で、人力による屋根雪処理が不要となるも
のが対象

・�併用住宅は、住居部分が１/２以上の場合は住宅、
１/２未満の場合は事業所とする

・落雪式、落雪高床式は対象外

　地番図、土地の所有者がわかる書類、賃貸借に
関する書類
※地下水採取規制重点区域、要援護世帯についてなど詳しくは、都市計画課にお問い合わせください

①②共通 ①②共通

①克雪すまい

①克雪すまい

②宅地等消雪

受付期間　４月１日㈫～11月 28日㈮
※予定戸数に達し次第受付終了
窓口　都市計画課、大和・塩沢市民センター
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屋根雪除雪安全対策支援事業補助金

民間建築物アスベスト除去等支援事業

　屋根雪除雪時の転落事故を防ぐため、命綱を固定するための金物（命綱固定ア
ンカー）の設置工事などに対して補助金を交付します。

　建築物の壁や柱、天井などに吹き付けられたアスベストの飛散による健康被害
を予防し、生活環境の保全を図るため、アスベスト含有調査に補助金を交付します。

対象建築物

対象建築物 必要書類

受付期間

申込み

申請窓口

注意事項

補助金額（千円未満切捨て）

対象者（すべてに該当）

対象者（すべてに該当）

補助率・補助金額 注意事項

事業期間

受付期間

補助対象工事

・対象建物の所有者か、所有者の２親等以内の親族
・�対象住宅に居住しているか、居住することが確
定している
・市税の滞納がない
・�命綱固定アンカーなどの設置工事を市内業者に
依頼する発注者

・対象建築物の所有者か管理責任者
・市税の滞納がない

　分析調査費の全額（千円未満切捨て、１棟あた
りの限度額25万円）

・�実績報告時には、調査か所ごとの着手前・作業中・
完了後の写真が必要

・交付決定前に着手した調査は対象外
・�吹き付け建材の採取費用や、復旧にかかる費用
とそれらにかかる消費税は対象外

・建築物石綿含有調査者による調査が対象
※除去工事などについては、お問い合わせください

　交付決定の日～12月 31日㈬

　４月１日㈫～10月 31日㈮
※予算に達し次第、受付終了

・命綱固定アンカーの設置工事
・転落防止柵の設置工事
・�命綱固定アンカー、転落防止柵と併せて行う固
定式はしごの設置工事

　市内の住宅と、その付属建物（車庫、倉庫、物
置など）
※事務所や店舗、法人所有の建物は対象外

・�市内の延床面積 300㎡以上の建築物（国、地方
公共団体などの所有建物を除く）
・�過去にアスベスト含有調査などの補助金を受け
ていない

・案内図、配置図、建物平面図（調査か所を明示）
・現況写真（建物外観・調査か所）
・アスベスト含有調査に係る費用の見積書の写し
・納税証明書
・家屋課税台帳登録証明書
・所有者・管理責任者がわかる書類
・通帳の写し

　４月１日㈫～11月 28日㈮
※予算に達し次第、受付を終了

　申請書を記入してご提出ください。
※�申請書は申請窓口に用意。詳しくはお問い合わ
せください

　都市計画課、大和・塩沢市民センター

・交付決定前に着手した工事は補助金の対象外
・申請する建物の屋根全体への安全対策が必要
・他制度の補助金の対象工事は対象外

・�要援護世帯（高齢者のみ世帯など）：１棟あたり
補助対象経費の２/３（上限 15万円）

・�一般世帯：１棟あたり補助対象経費の１/２（上
限 10万円）
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各種補助金など～住宅関連～
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木造住宅「耐震化支援」事業補助金

高齢者・障がい者向け住宅整備費補助金　

　市では、地震による建物被害を軽減し、災害に強いまちづくりを推進するため、木造住宅の耐震診断
や耐震改修工事または除却工事にかかる費用の一部を補助します。

　高齢者や障がい者が自宅で安心して暮らせるように、住宅を改造する費用の一部を補助します。

木造住宅の耐震診断　～耐震性が気になる人～

木造住宅の耐震改修　～改修を検討している人～ 木造住宅の除却　～除却を検討している人～

対�象（次のすべてに該当）
・市内に所在する個人所有の一戸建て
・�現に居住しているか、居住することが確定（併
用住宅も対象）
・昭和56年５月 31日以前に着工
・壁・柱・床・屋根、その他の主要部分が木造
診�断内容　①現地調査、②耐震診断、③診断報告
書の作成（補強アドバイスを含む）
※主に内外観や図面の確認で診断を行います

対�象者　市内に住所がある高齢者か障がい者（世
帯員の前年収入合計額が 600 万円未満で、全
員が市税の滞納がないこと）

・高�齢者　おおむね 65 歳以上で、要介護か要支
援認定を受けている

・障�がい者　身体障害者手帳１級・２級か療育手
帳「Ａ」を持つ

補助金額（対象工事費の上限金額30万円）
・所得税非課税世帯：対象工事費の75％
・所得税課税世帯：対象工事費の50％
※１世帯１回のみ。予算に達し次第、受付終了

対�象工事　対象者か親族が所有し、対象者が居住
している住宅で、令和７年度内に完了する、対象
者の身体状況に適したものに改造する次の工事

・玄関、廊下、居室、浴室、トイレなどの改造
・�段差解消機、階段昇降機、ホームエレベーター
の設置 
※�すでに着工している場合や、新築・建て替えは
対象外（介護保険や障がい者の制度が優先）

必�要書類　申請書（介護高齢課に用意）、内訳の
わかる工事見積書、工事図面、着手前写真など

※詳しくは、お問い合わせください

対�象（次のすべてに該当）
・市の補助する耐震診断の評点結果が1.0 未満
・現在居住しているか、居住することが確定
対象費用
・�耐震改修工事の費用（工事に必要な壁などの撤
去・復旧などの費用を含む）
・設計・工事監理に要する費用
※�耐震診断の評点が 1.0 以上になる耐震改修工事
で、市に登録のある診断士が設計、工事監理を
行う工事が対象。リフォーム工事などの費用は
対象外

補助金額
　耐震改修に要する費用の１/２（上限 140万円）
募集戸数　１戸（先着順）
受付期間　４月１日㈫～10月 31日㈮

対�象（次のすべてに該当）
・昭和56年５月 31日以前に着工
・�市の補助する耐震診断の評点結果が 1.0 未満ま
たは簡易耐震診断の結果が７点以下

・�現に居住している住宅を除却し、建替えまたは
住替えを行う、もしくは、取得した住宅を除却し、
現地建替えを行う

対象費用　除却工事の費用
※�建設業許可又は解体業登録を受けている市内業
者または個人事業主が施工する工事が対象

補助金額
　除却工事に要する費用の１/３（上限 30万円）
募集戸数　７戸（先着順）
受付期間　４月１日㈫～11月 28日㈮

募集戸数　５戸（先着順）
受付期間　４月１日㈫～11月 28日㈮
補助金額　診断費用の全額補助

延床面積 診断に
要する費用 市補助額 自己

負担額
70㎡以下 70,000 円 70,000 円

0 円70㎡超～
175㎡以下 80,000 円 80,000 円

175㎡超～ 100,000 円 100,000 円

※各事業の申請は、都市計画課、大和・塩沢市民センターで申請してください
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①新規・移住定住就職支援金
　市内介護施設に就職した人への支援

④ケアマネスタートお祝い金
　新たに介護支援専門員を始める人への応援

②カムバック支援金
　有資格者への再就職の支援

③ケアマネエール支援金
　継続勤務の介護支援専門員への支援

対�象者　介護職員として新規就職、または市内に
転入して介護職員として就職し、継続して 1年
以上の勤務・定住が見込まれる人

対�象者　令和６年度または令和７年度の介護支援
専門員実務研修受講試験に合格後、介護支援専
門員実務研修を受講し、都道府県知事が発行す
る「介護支援専門員証」の交付を受けた人で、
令和８年３月末までに市内の居宅介護支援事業
所に就職し（配置換えによる着任も含む）、居
宅介護支援業務を行う人

受�付期間　①②④：４月１日㈫～令和８年３月
31日㈫、③：個別に案内

支�援金など　①②：１人30万円、③④：1人20
万円（その他の雑所得として税申告が必要です）

申請窓口　介護高齢課、大和・塩沢市民センター
必�要書類　申請書（申請窓口に用意）、介護施
設勤務証明書、資格を有する旨の書類（②③
④は必要）、市町村民税納税証明書など

※支給要件など詳しくは、お問い合わせください

補助金の返還を求める場合があります
就�職希望者　原則として研修修了式終了後３か
月以内に市内介護・障がいサービス事業所へ
就職できなかった場合、または就職した日か
ら６か月以内に自己都合などにより退職した
場合

市�内介護・障がいサービス事業所勤務者　研修
修了式終了後６か月以内に自己都合などによ
り退職した場合

対�象者　市内の介護サービス事業所に介護職員と
して就職し、継続して１年以上の勤務が見込まれ、
かつ、就職した日の前３か月以内に魚沼圏域の
介護施設に在籍していない人

対�象資格　介護支援専門員、介護福祉士、看護師、
准看護師のいずれかの資格、介護福祉士実務者
研修もしくは介護職員初任者研修の課程を修了

対�象者　市内の居宅介護支援業所に過去１年以上
継続して勤務している介護支援専門員

各種補助金など～介護人材確保支援～

【
問
合
せ・申
込
み
】
介
護
高
齢
課 

介
護
保
険
係
　
☎
７
７
３・６
６
７
５
　
※
課
名
が
介
護
保
険
課
か
ら
介
護
高
齢
課
に
な
り
ま
し
た
（
４
月
１
日
～
）

市内の介護サービス事業所に就職する人などへ支援金を支給します
　介護人材確保緊急５か年事業として、令和３年度～令和７年度に実施する支援
です。市内介護サービス事業所に就職した人、居宅介護支援事業所の介護支援専
門員へ支援金を支給し、安定した介護サービスの提供をめざします。

共通事項

介護人材確保支援事業補助金
　市内介護・障がいサービス事業所への就職希望者と市内介護・障がいサービス
事業所の勤務者を対象に研修受講料を補助します。

受付期間　４月１日㈫～令和８年３月31日㈫
※研修を修了した日から３か月以内に申請
補助対象の研修
　介護職員初任者研修、介護職員実務者研修、介
護福祉士試験対策講座
補助額（千円未満切捨て）
　受講料の全額（上限額8万円）
※�受講料のうち消費税、振込手数料、交通費など
は対象外。ほかの補助金の交付を受ける場合は、
当該補助金の額を研修受講料の額から控除する

申請対象者（すべてに該当）
・�介護職員として市内の介護・障がいサービス事
業所に就職を希望しているか、市内の介護・障
がいサービス事業所に勤務している
・市町村民税を滞納していないこと

申�請窓口　介護高齢課、福祉課、大和・塩沢市民
センター

必�要書類　申請書（申請窓口に用意）、受講申込
書の写し、受講料の領収書の写し、納税証明書、
研修修了証書の写し

※支給要件など詳しくは、お問い合わせください

拡充

拡充
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各種補助金など～農業関連～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
農
林
課 

農
業
振
興
係
　
☎
７
７
３
・
６
６
６
３

農業用機械整備支援事業補助金

　市の基幹産業である農業の効率化・省力化を推進し、地域農業の担い手となる農業者の育成と経営安
定を図るため、農業者が整備する農業用機械の購入にかかる経費の一部を補助します。

　４月１日㈫～予算に達し次第、受付終了
受付期間 補助額

補助対象者

申込窓口

必要書類

注意事項

補助対象事業

　次のすべてに該当する人
・市内に住所のある農業者
・経営耕地面積が30アール以上である
・販売を主たる目的として農作物を生産している
・�整備する農業用機械の法定耐用年数を経過する
までの期間について農業経営を継続する意思を
有している
※ただし、次のいずれかに該当する場合は対象外
・市税の滞納がある
・同一申請年度内に当該補助金の交付を受けている
・�暴力団若しくは暴力団員又は暴力団員と密接な
関係を有する

農林課 農業振興係
※�申請の受付時に審査・確認を行います。事前に

電話予約をお願いします

・交付申請書（様式第１号）
・誓約書（様式第２号）
・市税納税証明書（税務課で発行）
・農業用機械の見積書、カタログ
・通帳の写し
※�交付申請書と誓約書の様式は、申請窓口で配布。
（市ウェブサイトからダウンロード可）

・申請の受付は、先着順
・�原則として交付決定前に着手した事業は補助金
の対象外

　補助対象者が自らの農業経営において使用する
ために整備する農業用機械の購入で、次のいずれ
にも該当する事業
・市内の販売店から購入する
・1台当たりの購入価格（税抜）が50万円以上
・�農業経営以外の用途に容易に供されるような汎
用性の高いものでない
・�中古品の場合、安全性及び使用管理を行う上で
不都合がない
・�国または県の補助事業（融資に関する利子の助
成措置を除く。）の対象となっていない
※�農業用機械の購入は、１回の補助対象事業につ
き、１機種１台のみが補助対象ですが、本体と
一体的に導入することが特に必要と認められる
附属機器等は補助対象とします

　補助対象事業に要する経費（税抜）の 20％以
内の金額
※上限額は200万円で、千円未満の端数切捨

補助対象の農業用機械、付属機器等の例
トラクター・田植機・コンバイン・乾燥機（据
付工事費は対象外）
トラクターのロータリー、ハロー・コンバイン
のデバイダー
補助対象外の機械の例
軽トラック・除雪機・フォークリフト・ドローン

市ウェブサイト

NEW
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森林をお持ちの人へ、森林整備をお手伝い

市内産木材を使う補助金　南魚沼の木で家づくり事業

こんな時は、届出・報告が必要です

　集落周辺の荒廃した里山整備に対し、必要経費を補助します。（上限：必
要となる経費の90%）

　林を手入れする委託経費に対し補助します（上限：国・県・市合わせて経費の80％）

※�新潟県産材家づくり支援事業との併用も可能です。詳しくは、南魚沼地域振興局 林業振興課（☎772・
8262）にお問い合わせください

ふるさと里山再生整備事業

民有林保育事業

各種補助金など～知って得する林業特集～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
農
林
課 

農
地
林
務
班
　
☎
７
７
３
・
６
６
６
３

概要 個人住宅の新築、増築で使う市内産木材の購入費の１／３を補助（上限：50万円）
申請 市内の工務店が申請します。まずは市内の工務店にご相談ください　※予算に限りあり

事前に届出が必要 事後に届出が必要

森林の土地を売りたい、
他人へ贈与したいなど

森林の近くで焼畑や
害虫駆除などのために
火入れをしたい

山に入って
木を切りたい

森林の土地を相続した、
他人から買った

水源地域の保全に関す
る県の条例
・�森林の譲渡などを行
う人が対象（相続は
対象外）
・�売買契約などの30日
前までに届出が必要

火入れ許可申請
・�森林から 1㎞以内の
場所が対象
・�火入れする 30 日前
までに申請が必要
※�野焼きを許可するも
のではありません

伐採及び伐採後の造林
届出書
・�伐採と伐採後の造林
届出書：伐採する30
日前までに届出が必要
・�森林の状況報告：造
林完了日から 30 日
以内に報告が必要

森林の土地所有者届
・�新たに森林の所有者
になった日から 90
日以内に届出が必要

【問合せ・提出先】
南魚沼地域振興局
林業振興課
☎７７２・８２６２

【問合せ・提出先】
農林課 農地林務班　☎７７３・６６６３
※上記の届出書などは、すべて市ウェブサイトから
　ダウンロード可

詳しくは

５件

５件
３件

３件

２件

たき火

火入れ

放火の疑い

その他

不明・調査中

林野火災に注意しましょう
　春は空気が乾燥し、風が強いため林野火災が起
きやすい季節です。火入れを行う際には気象状況
や周辺の状況に注意し、火の後始末を確実に行い
ましょう。
※�林野火災を発見したら、すみやかに消防（119番）
へご連絡ください

火災原因内訳（令和５年）※新潟県全体



市報 みなみ魚沼　2025.４ 20

各種補助金など～その他～

【
問
合
せ
・
申
込
み
】�

南
魚
沼
地
域
広
域
計
画
協
議
会
（
南
魚
沼
市
と
湯
沢
町
で
組
織
）

事
務
局
：
南
魚
沼
市
役
所 

企
画
政
策
課
　
☎
７
７
３
・
６
６
７
２

【
問
合
せ
・
申
込
み
】�

商
工
観
光
課 

観
光
交
流
班

☎
７
７
３
・
６
６
６
５

令和７年度 南魚沼地域 ふるさと基金事業の募集

南魚沼市観光事業補助金

　南魚沼地域（南魚沼市・湯沢町）で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」をめざし、活動して
いる地域住民やコミュニティ団体の取り組みを支援します。

　多様化する観光需要に対応し、観光振興を図るための事業などに要する経費
に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。

交付対象
　観光振興を目的とする、市が認める団体
交付の条件
・�観光誘客事業である（詳しくは市ウェブサイト
でご確認ください）
・�補助事業に係る経理は、他の経理と明確に区分
している
・原則、交付決定日以降に実施する事業である
※�特別な事情がある事業を除き、６年以上補助金
を受けていると見なせる事業は補助対象外

補助金の上限額　100万円（１団体につき）
※�補助金額は、補助対象事業に係る補助対象経費
の２分の１以内

受付期間　４月１日㈫～30日㈬
必要な書類　事業実施計画書
※�申請書は、商工観光課まで（市ウェブサイトか
らダウンロード可）

選定方法
　南魚沼市観光事業補助金選定委員による選定

文化・芸術振興事業

地域創生支援事業

ふるさとコミュニティ支援事業

対　象

・�地域で保存が必要な伝統芸能を引き
継ぐための後継者育成事業
・�伝統芸能を通じた世代間交流を推進
する事業

補助額 補助対象額の２/３以内（上限15万円）
予算枠 120万円

対　象

・�南魚沼地域内外から数千人規模の集
客があり、地域の活性化を図るイベ
ント
・地域の広域的なまちづくり活動

補助額 補助対象額の２/３以内（上限は50万
円）

予算枠 総額400万円（大和地域、六日町地域、
塩沢地域、湯沢町に各100万円）

対　象

団体が行う、快適でうるおいのある地域
をつくりあげるためのコミュニティ活動
対象外の事業
・�飲食・物販など、一過性のイベント
を目的とした事業

・�行政区単位・旧村単位などで例年行っ
ている地域独自のイベントや祭礼

補助額

補助対象額の２/３以内（上限10万円）
※�補助回数が多い団体は、補助額が減
額または対象外となります

［４回目：２/３、５回目：１/２、６回目
以上：対象外］

予算枠 80万円

申請方法
対象団体　活動の拠点が南魚沼地域にある団体
補�助対象額　事業に係る費用から事業収入・寄
付金などを差し引いた額

提�出書類　申請書を南魚沼市役所 企画政策課
に提出

提出締切　４月25日㈮必着
※�書類審査を行い、審査結果を６月上旬にお知
らせします。申請書は企画政策課、大和・塩
沢市民センター、湯沢町役場 企画政策課で
配布（市ウェブサイトからダウンロード可。
「南魚沼市ふるさと基金」で検索）

その他、協議会で取り組む事業（予定）
・�幼児児童健全育成事業（南魚沼地域内の保育園・
小学校での絵本の読み聞かせの取り組み）
・�国際観光推進事業（国際観光を推進する事業を
支援）
※�各種運営を希望する団体か
らの相談を受け付けます
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し
農
園
利
用
者
募
集

　

大
杉
山
ふ
る
さ
と
農
園
で
は
、

随
時
、
貸
し
農
園
の
利
用
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
大
杉
山
の
豊
か

な
自
然
の
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で
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土
と
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れ
合
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な
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ら
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菜
や
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ど
を
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す

る
こ
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で
、
農
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
農
業
体
験
や
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暇
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動

の
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と
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て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地　
四
十
日
１
５
３
８
番
地

開
園
期
間　
５
月
上
旬
〜

　
11
月
中
旬
頃
（
夜
間
閉
園
）

利
用
料
金　
１
区
画
（
15
坪
）

　
当
た
り
３
，０
０
０
円
（
年
額
）

申�

込
先　
大
杉
山
ふ
る
さ
と
農
園

管
理
組
合�

☎
７
７
６・３
４
７
０

※�

施
設
の
詳
細
な
ど
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
・
申
農
林
課 

農
業
振
興
係

☎
７
７
３・６
６
６
３

相
談・催
し・募
集

市市からのからの
おお知知らせらせ
市市からのからの
おお知知らせらせ
問問合せ
申申込み
Fファックス
メール

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

（
入
門
編
）

　
ろ
う
者
講
師
に
よ
る
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期�

間　
６
月
５
日
～
11
月
20
日
の

毎
週
木
曜
日

　
�（

計
24
回
。
休
講
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
、翌
週
木
曜
日
に
順
延
）

時
間　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
魚
沼
市
役
所 

本
庁
舎

　
（
一
部
、大
和
庁
舎
で
行
う
予
定
）

内�

容　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入

門
編
（
簡
単
な
会
話
が
で
き
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
）

対
象　
市
内
に
在
勤
・
在
住
の
人

定�

員　
５
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
初
め
て
の
人
を
優
先
）

費�

用　
テ
キ
ス
ト
料
４
，２
９
０
円

※�

別
途
、
動
画
視
聴
料
が
必
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（
今
年
度
よ
り
テ
キ
ス
ト
が
変
更
）
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込
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前
・
住
所
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話
番

号
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手
話
講
座
申
込
み
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と

明
記
し
、
フ
ァ
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ス
、
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が

き
、
メ
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で
お
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込
み
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だ
さ
い
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南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
‐
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福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

締
切　
５
月
９
日
㈮

問
・
申
福
祉
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障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

F
７
７
３・６
７
２
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syougai@
city.

m
inam

iuonum
a.lg.jp

春
季
消
防
演
習
を
実
施
し
ま
す

　
南
魚
沼
市
消
防
団
で
は
、
各
方

面
隊
で
春
季
消
防
演
習
を
実
施
し

ま
す
。

日
程

・
４
月
20
日
㈰ 

大
和
方
面
隊

・
４
月
27
日
㈰ 

塩
沢
方
面
隊

・
４
月
29
日
㈫ 

六
日
町
方
面
隊

　
（
六
日
町
地
区
、
城
内
地
区
）

・
５
月
11
日
㈰ 

六
日
町
方
面
隊

　
（
五
十
沢
地
区
、
大
巻
地
区
）

※�

４
月
20
日
㈰
大
和
地
区
で
午
前

８
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い

ま
す

問�
消
防
本
部 

消
防
庶
務
課 

消
防

団
係�

☎
７
８
２・０
８
６
０

お
詫
び
と
訂
正

　
市
報
３
月
号
18
ペ
ー
ジ
の「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
日
曜
窓
口
」
受
付

専
用
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

訂
正
後　

受
付
専
用�

☎
７
８
８・１
７
８
０

問�

市
民
課

�

☎
７
７
３・６
６
６
１

各種相談・講座・催しなど ・費用の記載のないものは無料、申し込みの記載のないものは直接会場まで
・相談の内容など秘密は守られます

種類 日時 会場 対象・定員・
費用など 内容・必要なもの 申込み・

締切など 問合せ

国の行政運営
に関する相談

４月16日㈬午後
(毎月第３水曜日)
※�予約時間や会場などは申込み時に
お伝えします

ー
行政相談委員が、国の行政に関す
る疑問や相談・意見を聞き、制度
や運営の改善に生かすための仕組
みです。

４月11日㈮
17：00まで

総務課
防災庶務班
☎773・6660

弁護士による
無料法律相談

4月14日㈪、24日㈭
13：30〜16：00 塩沢市民センター ５人（１人約30分）

マルチ商法や資格商法による消費
者トラブル、多重債務、不動産、
相続、離婚などの法律問題の相談。

4月11日㈮
12：00まで

消費生活センター
☎772・2541

若者相談
来所・電話・訪問

随時受付
月～金曜日
9：00～17：00
（最終16：00～）
※祝日除く

子ども・若者相
談支援センター
〔塩沢〕
または大和庁舎　
など

市内在住の義務
教育終了～ 39
歳の若者または
家族

市の臨床心理士や支援員に話して
みませんか。
ニート・ひきこもり・高等学校不
登校などの悩みの相談。
事前予約必要。（電話・QR）

子ども・若者
相談支援センター
☎788・1951

若者支援
コミュニケー
ショントレー
ニング

4月17日㈭
14：00〜15：30
※毎月第３木曜日

子ども・若者相
談支援センター
〔塩沢〕

市内在住の義務
教 育 終 了～39
歳の若者

「今よりもう少し楽な気持ちで人
と話ができるようになる」をめざ
し、まずは少人数で簡単なカード
ゲームなどを楽しむことから始め
てみましょう。

4月11日㈮
17：00まで

子ども・若者
相談支援センター
☎788・1951

普通救命講習Ⅰ 5月11日㈰
9：00〜12：00

南魚沼市消防
本部〔竹俣〕

25人程度
AEDの使用法を含む成人に対する
心肺蘇生法などを学びます。詳し
くは講習案内（QR）をご覧にな
るか、お問い合わせください。

5月4日㈰まで
消防本部
警防課救急係
☎782・5331

市ウェブサイト

講習案内

申込フォーム
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く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

相
談
・
講
座
・
催
し

相
談
・
催
し
・
募
集

相
談
・
講
座
・
催
し

相
談
・
催
し
・
募
集

種類 日時 会場 対象・定員・
費用など 内容・必要なもの 申込み・

締切など 問合せ

献血バス

①4月8日㈫
10：00～12：00
②4月8日㈫
14：00～16：00
③4月16日㈬�
10：00～11：30
13：00～15：30
④4月19日㈯�
10：00～12：00
13：30～16：00

①�（一社）南魚沼
　建設業協会
②�医療法人俊榮会 
斎藤記念病院

③市役所本庁舎
④イオン六日町店

ー
全血400㎖献血。
(はじめての献血時は200㎖とな
る場合あり）
日程や会場は、変更する場合あり。

保健課
☎773・6811

議会ラジオ放送
３月定例会
【一般質問】

４月１日㈫～
放送予定

「FMゆきぐに」で、３月市議会定例会の一般質問を放送します。
放送予定議員（質問順位、敬称略）
中沢道夫、中沢一博、目黒哲也、田中せつ子、佐藤剛、永井拓三、
関常幸、大平剛、桑原圭美、川辺きのい、寺口友彦、勝又貞夫、
吉田光利、梅沢道男

議会事務局
☎773・6650

児童手当の支給
（2月・3月分）4月11日㈮ ー

手当の支給月額（児童1人当たり）
第1・2子
・3歳未満の児童　15,000円
・3歳～高校生年代　10,000円
　第3子以降　一律　30,000円

ー
子育て支援課
子育て応援係
☎773・6822

第4回
農業委員会総会

4月25日㈮
9：00～

大和庁舎3階
旧議場 ー

申請のあった農地売買・賃貸借な
どの審査と、農地・農政などの諸
問題について議論します。

ー 農業委員会事務局
☎773・6664

猫の譲渡会
（魚沼アニマル
サポート）

4月20日㈰
13：00～15：00

イオン六日町店
1階・西口階段脇 ー 毎月第３日曜日に定期的に開催。 ー

魚沼アニマルサ
ポート
☎080・7797・2909

詳しくは

詳しくは

事前予約は

く
ら
し・健
康・福
祉

春
の
火
災
予
防
運
動

　
４
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪
、
春
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
、
消
防
車
両
に
よ
る
巡

回
広
報
を
行
い
ま
す
。

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強

く
吹
く
た
め
火
災
が
発
生
し
や
す

く
、
被
害
が
拡
大
し
や
す
い
気
象

状
況
と
な
り
ま
す
。
少
し
の
油
断

や
不
注
意
で
火
災
は
発
生
し
ま
す
。

　
家
庭
で
の
火
の
取
扱
い
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�

消
防
本
部 

予
防
課

☎
７
８
２・５
３
３
０

小
型
二
輪
の
車
検
時
に
納
税

証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要

に
な
り
ま
す

　
４
月
か
ら
小
型
二
輪
（
排
気
量

２
５
０
㏄
超
の
二
輪
車
）
も
軽
自

動
車
納
付
確
認
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、

軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
に
、
軽
自
動
車
税

の
納
付
デ
ー
タ
が
登
録
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
車
検
時
に
必
要
と
し

て
い
た
納
税
証
明
書
の
提
示
は
、

原
則
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に
よ
り

軽
自
動
車
税
の
納
付
確
認
が
で
き

な
い
場
合
は
紙
の
納
税
証
明
書
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
と
な

る
例

・�

納
付
し
た
直
後（
２
週
間
程
度
）

で
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に
納
付
状
況
が

登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

・�

中
古
車
を
購
入
し
た
後
で
、
車

検
を
受
け
る
場
合

・�

他
の
市
区
町
村
か
ら
引
っ
越
し

し
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
変

更
し
た
後
で
、
車
検
を
受
け
る

場
合

・�

対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ

る
場
合

※�

口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
を
納

付
す
る
納
税
義
務
者
に
毎
年
６

月
上
旬
に
郵
送
し
て
い
た
小
型

二
輪
の
納
税
証
明
書
（
は
が
き

型
）
は
、
令
和
７
年
度
の
納
税

証
明
書
は
送
付
し
ま
す
が
、
令

和
８
年
度
か
ら
送
付
し
ま
せ
ん

問
・
申
税
務
課 

収
税
班

☎
７
７
３・６
６
６
９

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

障
が
い
者
へ
の
減
免
制
度

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
障
が
い

の
あ
る
人
の
軽
自
動
車
税
を
減
免

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
対
象
は
、
障
が
い
の
種
別

や
等
級
、
車
両
の
使
用
状
況
な
ど

で
異
な
り
ま
す
。

※�

申
請
が
必
要
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

交
付
さ
れ
た
手
帳
別
の
要
件

身
体
障
害
者
手
帳

　

�

障
が
い
の
種
別
や
等
級
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す

療
育
手
帳

　
障
が
い
の
程
度
が
Ａ
の
人

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

�

障
が
い
等
級
１
級
で
、
自
立
支

援
医
療
（
精
神
）
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
る
人

※�

所
得
制
限
に
よ
り
、
受
給
者
証

の
交
付
が
な
い
場
合
は
、
医
師

の
通
院
証
明
書
で
も
可

申
請
期
間

　
４
月
１
日
㈫
〜
６
月
２
日
㈪

申
請
場
所

　
本
庁
舎
税
務
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー

問
・
申
税
務
課 

市
民
税
係

☎
７
７
３
・
６
６
６
８
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く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

JR
グ
ル
ー
プ
で
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
割
引
制
度

対�

象　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
持
つ
人

※�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
旅
客
運
賃

減
額（
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
）

の
記
載
が
必
要
で
す
。
利
用
す

る
人
は
事
前
に
手
帳
を
持
参
の

上
窓
口
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

・
第
１
種
：�

精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級

・
第
２
種
：�

精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
２
、３
級

窓�

口　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

割
引
制
度
の
概
要
、
利
用
方
法

　
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

F
７
７
３・６
７
２
３

障
が
い
が
あ
り
介
護
を
必
要

と
す
る
人
へ
の
手
当
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当

　
20
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
人
（
本

人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の
所

得
に
よ
り
支
給
に
制
限
あ
り
）

※�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
に
入
所
し
た
時
や
病
院
な

ど
に
３
か
月
以
上
入
院
し
た
時

は
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
児
童
（
本
人
、
配
偶
者
、

扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
り
支
給

に
制
限
あ
り
）

※�

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
た
時

は
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の

・�

診
断
書
（
指
定
の
様
式
、
日
付

が
申
請
月
ま
た
は
そ
の
前
月
の

も
の
）

・�

戸
籍
全
部
事
項
証
明
（
戸
籍
謄

本
）

・�

本
人
名
義
の
預
金
通
帳

・�

障
が
い
者
手
帳
（
交
付
を
受
け

て
い
る
人
）

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・�

受
給
し
て
い
る
年
金
（
恩
給
含

む
）
の
種
類
と
金
額
が
わ
か
る

も
の

※�

申
請
書
類
は
窓
口
に
用
意
が
あ

り
ま
す

支
給
額（
令
和
７
年
４
月
分
か
ら
）

　
４
月
か
ら
各
手
当
の
受
給
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
：２

９
，５
９
０
円

障
害
児
福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉

手
当
：�

１
６
，１
０
０
円

問�

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３・６
６
６
７

F
７
７
３・６
７
２
３

50
歳
以
上
の
中
等
度
難
聴
者
等
の

補
聴
器
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　
認
知
症
の
発
症
・
進
行
の
予
防

に
は
難
聴
対
策
が
重
要
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
聴
力
が
低
下
し
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
る
中
高
年
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
維

持
・
向
上
を
図
り
、
認
知
症
、
う

つ
病
な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対�

象　
次
の
要
件
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
50
歳
以

上
②�

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
デ
シ

ベ
ル
以
上
の
人
か
、
医
師
が
補

聴
器
の
装
用
を
必
要
と
認
め
た

③�

補
聴
器
装
用
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
維
持
・
向

上
に
つ
い
て
効
果
が
期
待
で
き

る
と
医
師
が
判
断
し
た

※�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

と
な
る
人
は
除
く

助�

成
内
容　
補
聴
器
本
体
の
購
入

費
（
修
理
、
部
品
交
換
、
附
属

品
単
体
で
の
購
入
費
は
含
み
ま

せ
ん
）

助
成
上
限
額
（
次
の
い
ず
れ
か
で
、

上
限
２
５
，０
０
０
円
）

・�

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課

税
世
帯
…
購
入
費
の
全
額

・�

市
民
税
課
税
世
帯
…
購
入
費
の

２
分
の
１
の
額

申�

込
み　
補
聴
器
の
購
入
前
に
、

所
定
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
介
護
高
齢
課
に
あ
る

ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
難

聴
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事

業
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

問�・
申
介
護
高
齢
課 

長
寿
い
き
い

き
係�

☎
７
７
３・６
６
７
５

小
規
模
土
地
基
盤
（
畦
抜
）

整
備
事
業
の
受
付
開
始

　

地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
記
載
さ
れ

た
農
業
者
）
や
認
定
農
業
者
な
ど

が
、
効
率
的
な
農
作
業
を
行
う
た

め
に
実
施
す
る
小
規
模
水
田
の
畦

抜
事
業
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対�

象　
交
付
決
定
日
～
令
和
８
年

３
月
31
日
㈫
に
、
薮
神・大
巻・

六
日
町
・
塩
沢
・
石
打
地
区
内

の
「
田
」
地
目
で
登
記
さ
れ
て

い
る
農
地
で
行
う
整
備
（
記
載

地
区
外
の
場
合
は
要
相
談
）

※�

土
地
改
良
法
に
基
づ
く
ほ
場
整

備
事
業
の
完
了
年
度
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
８
年
を
経
過
し

て
い
な
い
ほ
場
や
、
事
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る
ほ
場
は
対
象
外

補�

助
額　
事
業
費
の
１
／
２
以
内

（
限
度
額
40
万
円
）

申�

込
み　
事
業
申
込
書
と
見
積
書

を
農
林
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
農
林
課
で
配
布
）

締
切　
４
月
30
日
㈬

そ�

の
他　
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、

地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手
を

優
先
し
て
採
択
し
ま
す
。
採
択

後
に
送
付
す
る
交
付
申
請
書
を
、

土
地
改
良
区
経
由
で
農
林
課
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問�・
申
農
林
課 

農
業
振
興
係

☎
７
７
３・６
６
６
３
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地域振興局周辺の国土調査(地籍調査)を実施

　令和７年度は、地域振興局周辺の「国土調査(地籍調査)」を実施します。関係者のみなさんのご理解と
ご協力をお願いします。
　計画区域内の地権者のみなさんには説明資料を送付しますので、不明な点などはお問い合わせください。
　６月上旬から現地調査を予定しています。地権者のみなさんから現地で境界の立会い確認をしていただ
きます。調査が円滑に実施できるよう、ご協力ください。
調査の目的
　土地の境界や地目・面積などを明確化することで、境界紛争を未然に防ぎ、個人財産保護や土地取引の
円滑化が図れます。公共事業や街づくり、迅速な災害復旧にも役立ちます。

【問合せ】農林課 国土調査係　☎７７３・６７４０

令和７年度 国土調査
（現地立会・測量）
予定区域図

関越自動車道

南魚沼市民病院

南魚沼地域振興局

六日町バイパス
交差点（杉ノ島）

国道１７号
長岡方面

上町保育園

新川橋

国道１７号
湯沢方面
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介
護
保
険
料
の
算
定
・

決
定
通
知
書
の
送
付

介
護
保
険
料
の
算
定
と
納
付

　
保
険
料
は
、
世
帯
状
況
や
市
民

税
の
課
税
の
状
況
、
令
和
６
年
の

年
金
収
入
額
、
所
得
金
額
か
ら
算

定
し
ま
す
。
納
付
方
法
に
は
、
特

別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　
令
和
６
年
度
の
保
険
料
を
年
金

天
引
き
で
納
め
て
い
た
人
や
、
４

月
か
ら
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
人

が
対
象
で
す
。
特
別
徴
収
に
は
仮

徴
収
と
本
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

仮
徴
収
（
４
月
・
６
月
・
８
月
分
）

　
令
和
６
年
の
所
得
金
額
な
ど
が

確
定
す
る
前
に
、
令
和
５
年
の
所

得
金
額
な
ど
を
も
と
に
仮
算
定
し

た
額
で
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

こ
の
措
置
は
、
納
付
回
数
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
１
回
当
た
り
の

納
付
額
を
低
く
抑
え
る
た
め
に
行

い
ま
す
。

本
徴
収
（
10
月
・
12
月
・
令
和
８

年
２
月
分
）

　
令
和
７
年
度
保
険
料
の
決
定
額

か
ら
、
仮
徴
収
の
額
を
差
し
引
い

た
額
を
、
３
回
に
分
け
て
年
金
か

ら
天
引
き
し
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書・口
座
振
替
）

　
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や

転
入
し
た
ば
か
り
の
人
、
年
金
受

給
額
が
18
万
円
未
満
の
人
な
ど
、

年
金
天
引
き
の
要
件
に
当
て
は
ま

ら
な
い
人
が
対
象
で
す
。

　
保
険
料
は
６
月
～
令
和
８
年
３

月
の
10
回
に
分
け
て
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
４
月
・
５
月
の
納

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
普
通
徴
収
で
の
納
付
に
は
、
簡

単
で
便
利
な
口
座
振
替
を
お
す
す

め
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
で
は
、

う
っ
か
り
納
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま

う
こ
と
や
、
現
金
を
持
ち
歩
く
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、

金
融
機
関
窓
口
に
あ
る
口
座
振
替

依
頼
書
を
記
入
・
押
印
し
、
金
融

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
日
の
翌
月
か
ら
振
替
を
開
始
し

ま
す
。

介
護
保
険
料
の
通
知
書

　
令
和
７
年
度
の
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
は
、
６
月
に
お
送
り
し

ま
す
。

問�

介
護
高
齢
課 

介
護
保
険
係

☎
７
７
３・６
６
７
５

不
法
投
棄
・
野
焼
き
の
禁
止

補
助
金
交
付
事
業

不
法
投
棄
の
禁
止

　
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ポ
イ

捨
て
や
、
林
道
・
河
川
敷
の
廃
タ

イ
ヤ
や
家
電
製
品
な
ど
の
不
法
投

棄
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
５
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
は
景
観
を
損
な
い
、
地

下
水
汚
染
や
生
活
環
境
の
破
壊
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従

い
、
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
所
有
の
空
き
地
や
山
林
に

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
は
、

所
有
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に
も

「
現
地
の
こ
ま
め
な
確
認
」や「
草

刈
り
や
剪
定
を
定
期
的
に
行
う
」

「
ご
み
拾
い
を
行
う
」
な
ど
の
管

理
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
不
法
投

棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ

☎
０
１
２
０・３
８
１・７
９
０

野
焼
き
の
禁
止

　
毎
年
、
春
先
は
野
焼
き
が
原
因

の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
の
煙
や
臭
い
が
原
因
で
、

健
康
被
害
に
苦
し
む
人
が
い
ま
す
。

ご
み
を
野
焼
き
す
る
と
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
、
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
も
あ
り
ま
す
が
、
原
則
、
野

焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
の
周
り
の
草
木
や
ご
み
、
剪

定
枝
な
ど
は
ご
み
の
収
集
に
出
す

か
処
理
施
設
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

補
助
金
交
付
事
業

　
市
で
は
、
３
Ｒ
推
進
と
環
境
美

化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
度

も
次
の
補
助
金
交
付
事
業
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

資
源
物
回
収
事
業
補
助
金

対
象
：
子
ど
も
会
な
ど

補
助
額
：
１
㎏
あ
た
り
３
円

家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購

入
費
補
助
金

対
象
：
購
入
希
望
の
世
帯　

補
助
額
：
上
限
２
万
円

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
費

補
助
金

対
象
：
各
行
政
区　

補
助
額
：（
改
築
）�

上
限
２
万
円

　
　
　
　
（
新
築
）�

上
限
５
万
円

　
　
　
　
（
収
納
枠
）�上
限
５
千
円

※
い
ず
れ
も
１
基
あ
た
り

共
通
事
項　
問�

廃
棄
物
対
策
課

☎
７
８
２・０
３
３
９

10言語対応「市報みなみ魚沼」デジタルブックで配信中！

※ベトナム語、一部ブラウザ版は音声読み上げに対応しておりません。音声読み上げには、無料アプリ（カタポケ↗︎）のインストールが必要です。
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予防接種を受けましょう
定期接種

任意接種の費用助成

【問合せ】保健課 ☎７７３・６８１１

麻しん・風しん第２期の予診票兼接種券を送付しました
　麻しん風しん予防接種は、第1期（生後１歳から
２歳になるまで）と第２期（年長児）の２回、接種
が必要です。
　２回接種することで免疫力を強化し、集団生活を
開始する小学校入学の前に、より強い免疫を獲得す
ることができます。
対象者　年長児：�平成31年４月２日〜
　　　　　　　　令和２年４月１日生まれ
接種期限　令和８年３月31日㈫
　この１年間に接種しない場合、定期接種扱いとな
らず、全額自己負担となります。できるだけ早く（遅
くとも夏休み前まで）第２期接種を受けることが大
切です。
※�医療機関に予約して、接種時は母子健康手帳と予
診票兼接種券をご持参ください

風しん予防接種の費用助成
　妊婦への風しん感染予防、先天性風しん症候群
の発生を防ぐことを目的に、接種費用の一部を助
成します。
対�象者　市内に住所があり、抗体検査の結果、抗
体価が低いか陰性で次のいずれかに該当
①妊娠を希望する女性
②�風しん抗体価が低いか陰性の妊娠を希望する女
性の同居者
③風しん抗体価が低いか陰性の妊婦の同居者
助成（限度）額　風しん単独ワクチン：4,000円、
　麻しん風しん混合ワクチン：6,000円
助�成方法　接種後医療機関で費用を支払い、後日
申請で接種費用の一部を助成。
申請方法　接種後6か月以内に必要書類を提出
　�①申請書（窓口か市ウェブサイトから取得）　②
医療機関の領収書　③接種したワクチンの種類
がわかる書類（接種済証、診療明細書など）　④
接種者本人名義の振込先口座番号がわかるもの
(提出は不要)　⑤抗体価を証明できる書類（対
象者が②・③の場合、妊娠を希望する女性か妊
婦の抗体価を証明できる書類も必要）

帯状疱疹予防接種が定期接種化されます
　潜伏している水痘帯状疱疹ウイルスが免疫力低
下によって再活性化して起こる皮膚の疼痛と病変
（水疱形成）や帯状疱疹後神経痛（PHN）の予防
を目的とします。
対�象者　①65歳の人　②60歳以上65歳未満で、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障が
いを有する人　③5歳年齢ごと（70、75、80、
85、90、95、100歳）　④101歳以上の人（令
和7年度限り）

※�これまでに帯状疱疹予防接種を受けたことがな
い人。対象者には予診票をお送りします

自己負担額
（市内契約医療機関で接種の場合）
・生ワクチン　2,950円／１回
・不活化ワクチン
　各13,150円／２回接種

市独自の帯状疱疹予防接種の費用助成
対�象者　①接種日と申請日に市に住民登録がある　
②接種当日に50歳以上　③過去に帯状疱疹予防
接種及びこの費用助成を受けたことがない　④
上記の定期接種対象者を除く

助成額／助成回数
・生ワクチン：2,000円／１回
・�不活化ワクチン1回目・2回目：各5,000円/2
回まで

助�成方法　①市内契約医療機関で接種の場合、助
成額を差引いた額を窓口で支払います。　②市
外医療機関の場合、医療機関窓口で費用を全額
支払い、後日申請することで接種費用の一部を
助成します。

申請方法　接種後６か月以内に必要書類を提出
　�①申請書（窓口か市ウェブサイトから取得）　②
医療機関の領収書　③接種したワクチンの種類
がわかる書類（接種済証、診療明細書など）　④
接種者本人名義の振込先口座番号がわかるもの
(提出は不要)

共通事項
提出窓口　保健課、大和・塩沢市民センター
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新潟県広報コンクール 広報映像部門で県知事賞を受賞‼
　新潟県広報協議会が主催する「新潟県広報コンクール」の広報映
像部門で、１位となる県知事賞を受賞しました。
　受賞した動画は、第５回新潟ふるさとＣＭ大賞に応募した「南魚
沼の夏 -Are You Ready ？ -」のロングバージョンで、南魚沼の夏（魚
野川鮎まるかじり祭）をテーマに制作しました。
　今後も南魚沼市の魅力が伝わる広報活動を続けていきます。

計
画
策
定
に
伴
う

「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

な
ど
の
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

　
市
で
は
「
南
魚
沼
市
い
き
い
き

市
民
健
康
づ
く
り
計
画
」「
南
魚

沼
市
健
康
ま
ち
づ
く
り
食
育
推
進

計
画
」「
南
魚
沼
市
歯
科
保
健
計

画
」「
南
魚
沼
市
自
殺
対
策
計
画
」

の
策
定
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の

健
康
状
態
や
生
活
習
慣
な
ど
に
関

す
る
意
識
な
ど
を
把
握
し
、
市
が

取
り
組
む
べ
き
施
策
の
参
考
資
料

と
す
る
た
め
に
「
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
歯
や
口

の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
令
和
６
年
９
月
、
10

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
概
要
を
公
表
し

ま
す
。

問�

保
健
課�

☎
７
７
３・６
８
１
１

新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
内
に
は
、新
潟
県
健
康
ウォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
登
録
さ
れ
た
６

つ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
マ
イ

ペ
ー
ス
に
で
き
る
身
近
で
簡
単
な

有
酸
素
運
動
で
、
運
動
不
足
の
解

消
や
気
分
転
換
、
ス
ト
レ
ス
解
消

な
ど
に
有
効
で
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
と
、
南

魚
沼
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
1
日
1
ポ

イ
ン
ト
た
ま
り
ま
す
。
歩
数
計
を

つ
け
て
、
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

天
地
人
上
田
の
庄
・
登
川
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド

　
登
川
河
川
公
園
を
起
点
に
沢
口

橋
ま
で
の
登
川
沿
い
を
歩
く
自
然

豊
か
な
約
３
．
５
㎞
の
コ
ー
ス
。

ゆ
き
ぐ
に
牧
之
通
り
ま
ち
歩
き

コ
ー
ス

　
鈴
木
牧
之
記
念
館
を
発
着
と
し
、

長
恩
寺
、
牧
之
通
り
、
雪
の
結
晶

タ
イ
ル
、
塩
沢
つ
む
ぎ
記
念
館
、

機
屋
小
路
を
歩
く
、
約
２
．６
㎞

の
コ
ー
ス
。

天
地
人
坂
戸
城
址
・
銭
淵
公
園

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

　
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備

さ
れ
た
銭
淵
公
園
内
を
歩
く
約
１
．

２
㎞
の
コ
ー
ス
。

六
日
町
駅
前
通
り
・
兼
続
地
区
ま

ち
歩
き
コ
ー
ス

　
六
日
町
駅
を
発
着
と
し
、
お
六

と
桂
姫
の
像
、
直
江
兼
続
公
伝
世

館
、
兼
続
通
り
を
歩
く
歴
史
や
自

然
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
約
３
．５
㎞
の
コ
ー
ス
。

八
色
の
森
公
園
コ
ー
ス

　
「
健
康
の
杜
」
計
画
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
散
策
型
公
園
内
を
歩
く

約
４
㎞
の
コ
ー
ス
。

天
地
人
毘
沙
門
堂
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス

　

八
色
の
森
公
園
を
発
着
と
し
、

魚
野
川
を
渡
り
、
毘
沙
門
堂
を
歩

く
約
３
．４
㎞
の
コ
ー
ス
。

 

問�

保
健
課�
☎
７
７
３・６
８
１
１

地
域
公
共
交
通
計
画
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）
の
結
果

　

２
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮
に「
地

域
公
共
交
通
計
画（
案
）」に
対
す

る
意
見
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
６

件
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見

の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
地
域
公

共
交
通
協
議
会
の
考
え
方
を
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問�

地
域
公
共
交
通
協
議
会
（
事

務
局
：
都
市
計
画
課 

都
市
計

画
班
）�

☎
７
７
３・６
６
６
２

子
育
て
・
教
育

受
給
者
証
の
記
載
事
項
が

変
わ
り
ま
す

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
助
成
・
妊
産
婦

医
療
費
助
成
の
受
給
者
証
か
ら

「
保
険
者
欄
」
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
加
入
す
る
健
康
保

険
の
変
更
に
と
も
な
う
届
出
が
不

要
に
な
り
ま
す
。

　
助
成
内
容
・
助
成
方
法
に
変
更

は
な
い
た
め
、
今
ま
で
の
受
給
者

証
も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

問�・
申
子
育
て
支
援
課 

子
育
て
応

援
係�

☎
７
７
３・６
８
２
２

詳しくは

YouTube

健
康
ポ
イ
ン
ト

対
象
事
業

市ウェブサイト

市ウェブサイト
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

南
魚
沼
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
募
集

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
に
基
づ
き
、
南
魚

沼
市
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
非

常
勤
公
務
員
で
す
。

　
市
民
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
実

技
指
導
や
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
運
営
協
力
を
通
じ
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

任�

期　
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令

和
８
年
３
月
31
日

※
任
期
途
中
で
も
受
け
付
け
ま
す

内�

容　
市
内
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
運
営
、
研

修
会
の
参
加

応�

募
要
件　
令
和
６
年
４
月
１
日

時
点
で
、
18
歳
以
上
の
者

選�

考
方
法　
書
類
選
考
と
面
接
で

決
定

報
酬　
活
動
実
績
に
応
じ
る

問�・
申
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３・６
６
３
０

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

４月の休館日  毎週月曜日

南魚沼市体育施設
小栗山サンスポーツランド（スケートパークを含む）
GW明けオープン予定。パークシーズン券の先行申込受
付を行います。
他の屋外体育施設　５月１日㈭オープンに向け、順次準
備を進めます。（残雪の状況で変更あり）

共通事項（①～③）
受付４月1日㈫９：00～（③は８日㈫９：00～）
申込みディスポートに設置の申込書に記入し、料金を添
えてフロントにお申し込みください。定員に達し次第締
め切り。（電話申込み不可）
その他保険料は、年会費・受講料に含まれます。（当該
教室時のみ有効）

〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート ☎773・6620　スポパラ ☎773・3210

①スポーツ教室「体育寺子屋（夏期）」
期間5・6・9・10月の日曜日（全8回）　時間9：00～11：
00　対象小学生　定員40人（先着順）　受講料会員：2,800
円、一般：4,800円　※別途、さわやかジョギング参加料
500円を徴収

②スラックラインクラブ
期間５月～11月の第２・第４水曜日（全14回）　時間17：
30～18：30　対象小・中学生　定員15人　受講料会員：
2,000円、一般：4,000円　※都度、施設利用料100円が
必要です（定期券可）

③チャレンジ水泳教室
期間５月～10月の土曜日（全16回）　時間12：00～12：50 　
対象集団での教室受講が苦手（困難）な人　定員14人（先
着順）受講料会員：無料、一般： 9,600円　※都度、プー
ル入場料が必要。（定期券可）

トレーニングマシン使用法講習会
日時4月13日㈰ 12：00～13：30　対象中学生以上　定員
６人（先着順）　受講料会員：無料、一般：200円　※施設
利用料300円が別途必要（定期券可）

スラックライン講習会
日時5月21日㈬ 17：30～18：30（雨天中止）　対象だれで
も　定員６人（先着順） 受講料会員新規：無料、一般：
200円　※施設利用料100円が別途必要

令
和
７
年
度
市
民
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
棚
村
基
金
推
奨
金

　
市
で
は
国
内
外
で
開
催
さ
れ
る

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
や
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
す
る
市
内
在
住
の

個
人
・
団
体
に
、
予
算
の
範
囲
内

で
推
奨
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
出
場
者
・
出
演
者
の

士
気
を
高
め
、
市
の
文
化
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
主
に
国
際
大
会
、
全
国

規
模
の
大
会
ま
た
は
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
出
場
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
支
給
基
準
や
申
請
方
法
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�・
申
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

☎
７
７
３・３
７
５
６

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３・６
６
３
０

第
21
回
さ
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
参
加
者
募
集

日�

時　
６
月
１
日
㈰　
午
前
９
時

30
分
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

会�

場　
八
色
の
森
公
園
周
辺
特
設

コ
ー
ス

部�

門　
チ
ビ
っ
子
の
部（
約
５
０
０

ｍ
）、
小
学
４
年
生
以
下
の
部

（
約
９
０
０
ｍ
）、
一
般
２
㎞
、

５
㎞
の
部

　

上
位
３
位
ま
で
表
彰
し
ま
す
。

ま
た
、
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

参
加
資
格

チ
ビ
っ
子
の
部
：

　
４
歳
～
小
学
２
年
生
以
下

小
学
４
年
生
以
下
の
部
：

　
小
学
４
年
生
以
下

一
般
２
㎞
の
部
：
小
学
生
以
上

一
般
５
㎞
の
部
：
中
学
生
以
上

　
（
最
少
催
行
人
数
：
１
０
０
人
）

参
加
費

中
学
生
以
下
：
５
０
０
円

高
校
生
・
一
般
：
１
，０
０
０
円

申
込
期
限　
５
月
２
日
㈮

申�

込
窓
口　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

（
市
民
会
館
内
）、
大
和
・
塩
沢

公
民
館
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚

沼
、
南
魚
沼
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

問�

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３・６
６
３
０

詳しくは

スポーツ奨励

文化奨励
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ 《よみもの》

・任侠梵鐘（今野 敏）
・遥かな夏に（佐々木 譲）
・ゲーテはすべてを言った（鈴木 結生）
・雫峠（砂原 浩太朗）
・秘仏の扉（永井 紗耶子）
・潮音　第１巻（宮本 輝）
・PRIZE（村山 由佳）
・老人初心者の青春（阿川 佐和子）
・忘れ得ぬ人忘れ得ぬ言葉（五木 寛之）
・そんなときは書店にどうぞ（瀬尾 まいこ）
・LIFE（和合 亮一）
・遠くまで歩く（柴崎 友香）

【４月の開館日時】
南魚沼市　㊊～㊎9：30～20：00（㊏㊐㊗19：00まで）
休館：3日㈭、14日㈪〜18日㈮
大�和　☎777・4671 ㊋～㊎9：00～20：00（㊊17：00

まで、㊏㊐㊗19：00まで）　休館：7日㈪〜10日㈭
塩�沢　☎782・0100 ㊋～㊎9：00～20：00（㊊17：00

まで、㊏㊐㊗19：00まで）　休館：21日㈪〜24日㈭

問 問合せ　　申 申込み　　日 日時　　時 時間　　会 会場　　対 対象　　定 定員　　費 費用　　内 内容

《その他》
・集落〈復興〉　中越地震と限界集落の物語（渥美 公秀）
・「死後生」を生きる　人生は死では終わらない

（柳田 邦男）
・ドバドバ温泉ドバイブル　名湯100連発（岩本 薫）
・今さら聞けない防災の超基本（永田 宏和）
・科学的根拠で子育て　教育経済学の最前線

（中室 牧子）
・吉原噺～蔦屋重三郎が生きた世界（山田 順子）
・快適に安全に暮らす気象学（斉田 季実治）
・Why We Die ～老化と不死の謎に迫る

（ヴェンカトラマン・ラマクリシュナン）
・全国のちいさなワイナリーめぐり

みみんんななのの図書館図書館

新着図書の一部を紹介　※新着図書は、Ｗｅｂ ＯＰＡＣで確認できます

テーマ展示
　「野菜づくり＆ガーデニング」「春めぐり」「交通
安全」「ともだち」など。

こどもの読書週間�４月23日㈬～５月12日㈪
第67回標語「あいことばはヒ・ラ・ケ・ホ・ン」
イベントやおすすめの子どもの本の展示を行います。
「みんなのヒ・ラ・ケ・ホ・ン」大募集
おすすめ本や好きな本をカードに書いてもらい、
パネルに展示して紹介します♪
日４月23日㈬～５月30日㈮　対幼児から中学生

南魚沼市図書館
Facebook

問・申 南魚沼市図書館
☎７７３・６６７７

巡回図書をご利用ください
塩沢図書室 ３月21日㈮に200冊入れ替えました。
大和図書室 ４月17日㈭に入れ替え予定です。

「地球の歩き方　J20　大阪」
� 地球の歩き方編集室／編　地球の歩き方

大阪・関西万博が
４月13日から開催
されます。今注目
の「大阪」のガイ
ド ブ ッ ク。「全43
市町村の大阪大事
典。 大 阪 の 魅 力、
詰まってまっせ！」

（出版社より）読ん
でも楽しめる大阪
本です。

４月のおすすめ本 毎週
水曜日

絵本のへや
時11：00～11：30　会図書館 児童コーナー
対乳幼児・保護者

６㈰
おはなしのじかん
時11：00～11：30　会図書館 児童コーナー
対乳幼児・保護者ほか

12㈯
ＤＶＤ上映会「ムーミン　ママの巻」
時10：00～11：40（100分）
会図書館 多目的室　対子ども・一般

19㈯

読書のつどい「ともだち」
時10：30～11：15　会図書館 多目的室
対幼児・小学生・保護者ほか
内腹話術「ともだちこうちゃん」など

25㈮

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
羽が動く鳥のおもちゃをつくろう！
時10：00～11：30　会大和公民館 １階和室
対乳幼児・保護者　費無料
内手袋人形、絵本、パネルシアター、工作など
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鈴木牧之記念館 トミオカホワイト美術館

今泉記念館アートステーション

池田記念美術館

南魚沼市民会館

☎・FAX  782･9860
入館料  一般500円／小中高250円（市内小・中学生はいつでも無料)

☎ 783･4500　FAX 783･3388
入館料  一般500円／小中高250円（市内小・中学生は無料）

☎ 780･4080　FAX 777･3815
入館料  一般500円／高校生以下無料

☎ 773･5500　FAX 772･8161

開館 9：00～17：00（入館終了16：30)
４月の休館：１日㈫、８日㈫、15日㈫、22日㈫

開館 ９：00～17：00（入館終了16：30)
４月の休館：２日㈬、９日㈬、16日㈬、23日㈬〜25日㈮

開館 ９：00～17：00（入館終了16：30まで）
４月の休館：４月は毎日開館します

開館 ９：00～17：00（入館終了16：30）
４月の休館：毎週水曜日、６日㈰〜 11日㈮

受付 ８：30～17：15
４月の休館：毎週月曜日

『北越雪譜』挿絵紹介 その50
「雪中捕熊図」
雪中で熊を捕る様子が描かれています。狩りの道具
は、柄の長さ四尺ほどの手槍か山刀をなぎなたのよ
うにしたものと鉄砲・山刀・斧の類です。

開館35周年記念「鳥になる」
期間7月15日㈫まで
航空機で上空から鳥の目となり取
材した「白の世界」を中心に画家
の軌跡辿ります。　　　　　黒部湖

同時開催　第2回　南魚沼の画家展
－繁城山法音寺　平成蔵収納作品より－
期間4月26日㈯～6月17日㈫
南魚沼市・湯沢町の画家17人の作品を展示します。
解説会　※参加には入館料が必要
日時4月26日㈯ 13：30～14：30

水島あやめ資料展
水島あやめ脚本の映画に出演したスターの写真や訳
本、絵本などを展示します。
期間4月1日㈫ 12：00～30日㈬12：00まで
会場ギャラリー（観覧無料）

常設展「棟方志功の世界」
棟方志功の代表作「二菩薩釈迦十大弟子」をはじめ、
当館所蔵の棟方板画を紹介します。
企画展「アートは大人だけのもの？」
期間６月22日㈰まで
浮世絵の喜多川歌麿の作品をはじめ、川瀬巴水など
版画作品を中心に展示します。

新刊のお知らせ
開館35周年を記念して『くまひとをたすける』の
絵本ができました。※販売中

大竹幸子遺作展 －人を想い、人を描く－
期間4月12日㈯～ 5月24日㈯
大竹幸子は若くして南魚沼市に移住した後、油彩画
を描き、郡展（現南魚沼美術展覧会）や県展に出展。
2004年「収穫」が第59回県展・新潟日報美術振
興賞を受賞。2024年7月に逝去。今回の遺作展は
個人蔵の作品を含め45点を展示します。
解説会　※参加には入館料が必要
日時4月12日㈯ ・５月３日㈯15：00～16：00　

～エレクトーンと歌の競演～
電子オルガンの魅力 vol.4

電子オルガン（ヤマハ ＳＴＡＧＥＡ プロフェッショ
ナルモデル）の魅力を、橘光一さんの大迫力の演奏
と、元劇団四季のミュージカル俳優 武藤 寛さん、
信田絵里香さんの歌声でお届けします！
演奏後には電子オルガンを弾いてみることができる
体験コーナーもあります。
子どもから大人まで楽しめます。ぜひご参加くださ
い！
日時5月17日㈯ 開場13：00 開演13：3 0
会場市民会館 多目的ホール
全席自由、入場無料（定員100人、要整理券）
※整理券は4月13日㈰～市民会館で配布

☎ 775･3646　FAX 775･3650
入館料  一般500円／小中高250円（市内小・中学生は無料）
市民無料の日　8日㈫、18日㈮、28日㈪

橘　光一 武藤　寛
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示

板

坂
戸
山
野
鳥
観
察
会
の
開
催

坂
戸
山
周
辺
で
、
野
鳥
観
察
会
を

開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
坂
戸
山

中
腹
ま
で
歩
き
な
が
ら
野
鳥
を
観

察
し
ま
す
。
野
鳥
に
詳
し
い
講
師

が
同
行
し
ま
す
の
で
、
初
め
て
の

人
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
者
に
は
、
南
魚
沼
野
鳥
手
帳

を
配
布
し
ま
す
。　
日
５
月
10
日

㈯ 

午
前
６
時
～
８
時
30
分
（
受

付
：
５
時
40
分
～
） 

※
小
雨
開
催
、

強
雨
の
場
合
は
中
止　
会
南
魚
沼

市
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
駐
車
場　

対
小
・
中
学
生
（
保
護
者
同
伴
）、

高
校
生
、
一
般　
費
無
料　
持
双

眼
鏡
（
貸
出
用
は
数
に
限
り
あ

り
）、
筆
記
用
具　
申
参
加
代
表

問問合せ　申申込み　日日時　　期期間
時時間　　会会場　　対対象　　資資格
定定員　　費費用　　〆締切　　内内容
講講師　　相相談員　持持ち物　他その他
F ファックス　 メール 

国や県、公的団体など
からのお知らせです。
詳しくは、各問合せ先
にご確認ください。

掲示板掲示板

者
の
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
、
参

加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〆
５
月
８
日
㈭ 

午
後
５
時　

問
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健
康
福

祉
環
境
部 

環
境
セ
ン
タ
ー　
☎
７

７
２・８
１
５
４

　

ngt111630@

　
　

pref.niigata.lg.jp

水
稲
栽
培
を
学
べ
る

「
ニ
ュ
ー
農
業
塾
」

水
稲
栽
培
経
験
の
浅
い
人
を
対
象

に
、
水
稲
の
生
育
生
理
や
実
践
的

な
栽
培
技
術
が
勉
強
で
き
る
農
業

講
座
「
ニ
ュ
ー
農
業
塾
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。　
期
４
月
～
12
月

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局
・
現
場
ほ

場
な
ど　
内
水
稲
の
栽
培
管
理
作

業
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
研
修
会
を

開
催　
対
新
規
就
農
者
、
若
手
農

業
者
、
水
稲
栽
培
を
基
礎
か
ら
学

び
た
い
人
な
ど　
費
無
料　
申
問

い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
や
会
場
な
ど
の
詳
細
は
、
希

望
者
に
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
・
申
南
魚
沼
地
域
振
興
局 

農
林

振
興
部 

普
及
課　
☎
７
７
２・３

３
３
７

令
和
７
年
度
慰
霊
巡
拝
事
業

旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
厚
生
労
働

省
主
催
の
慰
霊
巡
拝
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
遺

族
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
地
域　
中
国
東
北
地
方（
旧

満
州
地
区
全
域
）、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
東
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
共
和
国
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
共
和
国
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
硫

黄
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
フィ
リ
ピ
ン
、

ミ
ャ
ン
マ
ー　

実
施
予
定
時
期　

８
月
下
旬
～
令
和
８
年
３
月
上
旬　

申
込
期
限　
４
月
上
旬
～
（
実
施

地
域
に
よ
り
異
な
る
）　
問
・
申
新

潟
県 

福
祉
保
健
部 

福
祉
保
健
総

務
課 

援
護
恩
給
室　
☎
０
２
５・

２
８
０・５
１
８
０

沖
縄
に
あ
る
「
新
潟
の
塔
」

改
修
県
民
募
金
へ
の
お
願
い

今
年
は
終
戦
か
ら
80
年
で
す
。
先

の
大
戦
で
、
沖
縄
と
南
方
諸
地
域

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
な
ど
）

で
戦
没
さ
れ
た
新
潟
県
出
身
者
４

１
，９
６
０
柱
を
慰
霊
す
る
た
め

に
、
沖
縄
県
摩
文
仁
の
丘
に
建
立

さ
れ
た
戦
没
者
慰
霊
碑
「
新
潟
の

塔
」
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
「
新
潟
の
塔
」
改
修
の
た
め

の
県
民
募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
第
四
北
越
銀
行
、
大
光

銀
行
に
専
用
募
金
口
座
を
開
設
し
、

令
和
８
年
２
月
28
日
ま
で
受
付
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
新
潟
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
募
金
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
福
祉
課
、大
和・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。　
問
新
潟
県 

福
祉
保
健

部 

福
祉
保
健
総
務
課 

援
護
恩
給

室　
☎
０
２
５・２
８
０・５
１
８

０菊
づ
く
り
教
室 

参
加
者
募
集

秋
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
菊
花

の
つ
く
り
方
を
、
わ
か
り
や
す
く

指
導
し
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。
11
月
に
は
、
菊
ま
つ
り
が

あ
り
ま
す
。　
期
５
月
～
11
月（
月

１
回
、
２
時
間
程
度
。
初
回
は
５

月
上
旬
開
催
）　
会
大
和
公
民
館　

費
５
０
０
円
（
資
料
、
教
材
用
の

菊
苗
、
資
材
費
を
含
む
年
額
）
〆

４
月
30
日
㈬　
内
大
菊
の
鉢
栽
培

（
実
習
）　
講
魚
沼
菊
花
会
・
浦
佐

菊
花
会　
他
後
日
、
詳
し
い
日
程

な
ど
を
申
込
者
に
直
接
連
絡
し
ま

す
。　
問
・
申
浦
佐
地
域
づ
く
り
協

議
会　

☎
７
７
７・
４
５
３
５　

浦
佐
菊
花
会
（
峰
村
）　
☎
７
７

７・２
１
５
０

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

家
族
に
対
す
る
補
償
金

国
が
誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
り
、

元
患
者
の
家
族
の
み
な
さ
ん
に
多

掲

示

板

大
の
苦
痛
と
苦
難
を
強
い
て
き
た

こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
し
、
そ
の

精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
た
め
、

対
象
と
な
る
人
に
補
償
金
を
支
給

し
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

請
求
期
間　
令
和
11
年
11
月
21
日

ま
で　
受
付
時
間　
午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）　
問
厚
生
労
働
省 

補
償

金
相
談
窓
口　
☎
０
３・３
５
９

５・２
２
６
２

魚
沼
基
幹
病
院「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
」

日
６
月
１
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

～
４
時　
会
魚
沼
基
幹
病
院　
内

第
１
部　
講
演
会
「
お
く
す
り
に

つ
い
て 

～
上
手
な
薬
と
の
つ
き

あ
い
方
～
」　
講
矢
吹
剛
氏
（
魚

沼
基
幹
病
院 

薬
剤
師
）　
対
だ
れ

で
も　
第
２
部　
お
し
ゃ
べ
り
会　

対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
、
が
ん

経
験
者
の
み　
費
無
料　
※
詳
し

く
は
、
魚
沼
基
幹
病
院
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い　
問
・
申

魚
沼
基
幹
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー　
☎
７
８
８・０
１
９
６

詳しくは
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学
童
保
育
の
職
員
募
集

す
ま
い
る
ネ
ッ
ト
で
は
、
市
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
市
内
12
の
学
童

ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
放

課
後
な
ど
に
小
学
校
の
児
童
を
保

育
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
所
長
代
理
と

学
童
保
育
準
補
助
員
（
正
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。
勤
務
地
・
勤
務

時
間
・
給
与
な
ど
の
詳
細
は
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
定
若
干
名　

※
所
長
代
理
は
放
課
後
児
童
支
援

員
の
資
格
を
有
す
る
者
。
準
補
助

員
は
資
格
不
要　
採
用
時
期　
要

相
談　
問
・
申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
す

ま
い
る
ネ
ッ
ト
南
魚
沼
事
務
局　

☎
７
７
７・２
８
３
４

第
24
回
Ｉ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ

「
Ｉ
Ｕ
Ｊ
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ
」

で
は
、
国
際
大
学
の
教
員
や
学
生

が
専
門
分
野
や
時
事
に
つ
い
て
講

話
を
行
い
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
月
は
、

本
学
の
修
了
生
で
あ
り
、
長
年
農

業
研
究
に
従
事
さ
れ
イ
ン
ド
駐
在

の
経
験
も
あ
る
野
崎
氏
を
お
招
き

し
、
イ
ン
ド
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
初
め
て
の
人
も
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
「
駐
在
経
験
で
感
じ
た
イ

ン
ド
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」（
野
崎

由
紀
子
╱
学
校
法
人
国
際
大
学 

評

議
員
╱
修
了
生
）　
日
４
月
19
日

㈯ 

午
後
３
時
～
４
時
30
分
（
開

場:

午
後
２
時
30
分
）　
会
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｕ
Ｂ
Ｉ-

Ｂ
Ａ
（
Ｊ
Ｒ
六
日
町
駅

東
口
１
階
）　
対
中
学
生
・
高
校

生
、
一
般　
費
無
料　
申
Ｑ
Ｒ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
国
際
大
学
む
す
び
ば
カ
レ
ッ
ジ

事
務
局　
☎
７
７
９・１
４
８
６

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

事
務
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
１
期

対
簿
記
と
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
・
技

術
を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る

人　
期
５
月
13
日
㈫
～
11
月
12
日

㈬
（
土・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

時
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
10

分　
会
エ
ム
・
エ
ス
オ
フ
ィ
ス 

イ
オ
ン
小
千
谷
店
内 

特
別
研
修

室
〔
小
千
谷
市
〕　
定
15
人　
費

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己
負

担
あ
り
）　
申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南

魚
沼　
〆
４
月
18
日
㈮　
問
県
立

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル　
☎
０
２

５・７
９
４・２
４
１
０

初
心
者
の
美
術
入
門
教
室

～
絵
画
部
門
～

南
魚
沼
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会

で
は
、
地
域
の
美
術
の
振
興
と
地

域
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
絵
画
・
書
道
・
彫
刻
・
写

真
の
各
部
門
で
入
門
教
室
を
計
画

し
て
い
ま
す
。絵
画
部
門
で
は「
春

の
八
海
山
写
生
会
」
を
行
い
ま
す
。

日
４
月
26
日
㈯ 

午
前
10
時
～
午

後
３
時　
会
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト

美
術
館　
費
無
料　
講
南
魚
沼
美

術
協
会
会
員　
問
・
申
実
行
委
員

会
（
担
当
：
水
澤
）　
☎
０
９
０・

２
４
２
８・６
９
８
３

川
上
四
郎
記
念
第
29
回

「
越
後
湯
沢
全
国
童
画
展
」

日
本
童
画
の
父 

川
上
四
郎
の
功

績
を
た
た
え
全
国
か
ら
応
募
さ
れ

た
２
３
２
点
の
う
ち
入
賞
入
選
作

品
51
点
と
、
川
上
四
郎
原
画
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
第
５
・
６
回
入

賞
作
品
も
館
内
で
展
示
し
ま
す
。

来
場
者
に
は
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
特
典
が
あ
り
ま
す
。　

期
４
月
26
日
㈯
～
５
月
６
日（
火・

祝
）　
時
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

会
湯
沢
町
公
民
館 

２
階
ホ
ー
ル

〔
湯
沢
町
〕　
費
無
料　
問
湯
沢
町

教
育
委
員
会　
☎
０
２
５・７
８

４・２
２
１
１

六
日
町
駅
前
商
店
街「
花
ま
つ
り
」

六
日
町
駅
前
の
商
店
街
を
歩
行
者

天
国
と
し
て
開
放
し
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

縁
日
の
出
店
の
ほ
か
、
福
餅
ま
き

な
ど
参
加
者
が
楽
し
め
る
催
し
が

行
わ
れ
ま
す
。
最
新
情
報
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
発
信
し
ま
す
。　
日
５
月
６

日（
火・祝
） 

午
前
10
時
～
午
後
３

時　
会
六
日
町
駅
前
商
店
街

交
通
規
制　
午
前
８
時
～
午
後
５

時
（
予
定
）　
問
六
日
町
駅
前
通

商
店
街
協
同
組
合
（
事
務
局
：
六

日
町
観
光
協
会
）　
☎
７
８
８・１

７
０
３

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー

４
月
２
日
は
国
際
連
合
が
定
め
る

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
、

世
界
の
人
に
自
閉
症
を
理
解
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
４
月
２
日
～
８
日

を
発
達
障
害
啓
発
週
間
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
記
念
碑

な
ど
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
閉
症
の
人

た
ち
が
生
活
し
や
す
い
社
会
は
、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。　
問
新
潟
県 

障
害
福
祉
課

☎
０
２
５・２
８
０・５
２
２
８

詳しくは

申し込みは

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　
株
式
会
社
第
四
北
越
銀
行
様
か

ら
、
今
冬
の
豪
雪
被
害
に
よ
る
当

市
の
災
害
救
助
法
適
用
に
際
し
、

５
０
０
，０
０
０
円
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
大
光
銀
行
様
か
ら
、

今
冬
の
豪
雪
被
害
に
よ
る
当
市
の

災
害
救
助
法
適
用
に
際
し
、
１
０

０
，０
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

駅
町
日
六

南魚沼市図書館
屋上駐車場

場
車
駐

駐車場

敷
川
河

場
車
駐

 川
野
魚

FM
ゆきぐに

17 291

イベント会場
（歩行者天国） 橋

大
町
日
六

掲

示

板
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く
ら
し
・
健
康
・
福
祉

相
談
・
催
し
・
募
集

子
育
て
・
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

掲

示

板

※�事前申し込みが必要。申込者少数の時は、開講でき
ない場合あり

技能講習・特別教育・安全衛生教育
訓練コース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金対象）

パソコン体験コース

魚沼サンティックスクール受講生募集

詳しくは

八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

南
魚
沼
市
民
優
待
利
用
券

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
営
業
期
間

　
４
月
26
日
㈯
～
11
月
16
日
㈰

乗
車
受
付
時
間

　
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
下
り

最
終
午
後
４
時
30
発
）

※�

５
月
７
日
㈬
～
９
日
㈮
、
５
月

12
日
㈪
〜
16
日
㈮
、
５
月
19
日

㈪
〜
23
日
㈮
は
団
体
（
21
人
以

上
）
の
み
利
用
可
（
７
日
前
ま

で
要
事
前
予
約
）

優
待
券
使
用
時
の
往
復
料
金

（［　
］
内
は
一
般
料
金
）

・
４
月
26
日
㈯
～
９
月
30
日
㈫

　
大
人
１
，８
０
０
円
［
２
，８
０

０
円
］、
小
学
生
以
下
１
，2
０
０

円
［
１
，7
０
０
円
］

・
10
月
１
日
㈬
～
11
月
16
日
㈰

　
大
人
２
，０
０
０
円
［
３
，０
０

０
円
］、
小
学
生
以
下
１
，４
０
０

円
［
１
，９
０
０
円
］

※�

利
用
の
際
に
は
、
市
民
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
運
転
免
許

証
・
保
険
証
な
ど
の
提
示
が
必

要
。
他
の
割
引
と
の
併
用
不
可
。

１
枚
に
１
人
の
み
有
効

配
布
場
所

　

本
庁
舎
（
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
・

職
員
玄
関
）、
塩
沢
・
大
和
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
、
塩
沢
・

大
和
公
民
館
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南

魚
沼
、
城
内
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
、

南
魚
沼
市
図
書
館
、
南
魚
沼
市
観

光
協
会
、
六
日
町
観
光
協
会
、
六

日
町
駅
観
光
案
内
所

問
商
工
観
光
課 

観
光
交
流
班

☎
７
７
３・６
６
６
５

　
八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

☎
７
７
５・３
３
１
１

第
16
回 

南
魚
沼
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ

ン
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
八
色
の
森
公
園
を
主
会
場
に
開

催
す
る
、
第
16
回
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ

ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

日
時　
６
月
８
日
㈰

内�

容　
会
場
内
、
コ
ー
ス
上
で
の

選
手
へ
の
対
応
な
ど
（
担
当
場

所
は
事
務
局
が
指
定
）

※
現
地
集
合
・
解
散

締
切　
５
月
12
日
㈪

問�・
申
大
会
事
務
局
（
南
魚
沼
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構
）

　
☎
０
８
０・１
１
７
３・０
９
９
６

　
（
事
務
局
直
通
）

問・申 魚沼サンティックスクール
☎７７２・４５５４
F７７８・１１５８

コース名 実施期間 問合せ・申込先
車両系建設機械（整
地等）運転技能講習

（14時間）

5/7～5/8
（2日間）

㈱東新重工
亀田講習センター
☎025・383・0620

（技能講習）
☎025・381・7726

（特別教育）
F 025・381・7714

車両系建設機械（解
体用）運転技能講習 5/14

ウインチ作業特別教
育

5/16～
5/17

（2日間）

フルハーネス墜落制
止用器具特別教育 5/20

建築物石綿含有建材
調査者講習

5/28～
5/29

（2日間）

刈払機取扱作業者に
対する安全衛生教育 5/30

石綿取扱作業従事者
特別教育 5/31

小型移動式クレーン
運転技能講習

5/19～
5/22

（4日間）

建設業労働災害防止
協会
新潟支部中越駐在室
☎0258・86・8102
F 0258・86・8103

コース名 実施期間 時間
２級電気工事施
工管理技士受験

（一次・前期）

5/7～6/4
（１か月・全９回） 18：30～21：20

１級電気工事施
工管理技士受験

（一次）

5/27～7/10
（２か月・全21回）

19：30～21：20
（２時間授業）

Jw_cad基礎 5/16～6/17
（１か月・全10回） 18：30～21：20

ワード基礎
（第一回）

5/26～6/11
（1か月・全6回） 18：30～21：20

エクセル中高年
（第一回）

5/23～6/20
（1か月・全9回） 18：30～21：20

ISO9001:2015
新規内部監査員
養成研修

5/26～5/27
（２日間） 9：00～17：00

コース名 実施期間 時間
エクセル体験講座 5/10 9：00～11：50

掲

示

板



【問合せ】　保健課　☎７７３・６８１１

電話相談
　時19：00～翌朝8：00（毎日）
・新潟県救急医療電話相談
　対15歳以上
　☎025・284・7119（＃7119でも可）
・新潟県小児救急医療電話相談
　対15歳未満
　☎025・288・2525（＃8000でも可）

LINEで相談「AI救急相談アプリ」
　救急医療の相談や緊急度の判定ができます。

全国版救急受診アプリ「Ｑ助（きゅーすけ）」
　緊急度判定を支援し、利用できる医療機関
や受診手段の情報を提供します。事前にアプ
リをダウンロードして、いざというときに備
えましょう。

休日・夜間救急 連絡先
・南魚沼市民病院　☎788・1222
・魚沼基幹病院 　☎777・3200
・齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773・5111

 健 康  健 康 ひろばひろば
救 急 医 療救 急 医 療   ～夜間などに困ったときは～～夜間などに困ったときは～

市ウェブサイト

AI救急相談アプリ

総務省消防庁
ウェブサイト

詳しくは

令和７年度成人歯科健診・妊婦歯科健診を行います。
対象
成�人歯科健診　４月２日～令和８年４月１日の間に、

21・31・41・51・61・71歳になる人（対象者
には３月下旬に受診券を郵送）

妊�婦歯科健診　令和７年度中に妊娠届を提出した妊
婦（妊娠届の翌月に受診券を郵送）

実施期間
成人歯科健診　４月１日㈫～
　令和８年３月31日㈫
妊婦歯科健診　出産まで
共通事項
費用　無料（治療費は自己負担）
検�査項目　問診・口腔内診査・
　口腔衛生指導
申込み　事前予約が必要です。
　通知に記載の歯科医院に直接
　お申込みください。

成人・妊婦歯科健診を受診しましょう！成人・妊婦歯科健診を受診しましょう！

無
罣
礙

南
魚
沼
市
長

林

　茂
男

音
楽
の
力
で

　
舞
台
袖
に
い
た
私
は
、
轟と

ど
ろい

た
『
天
地

人
』
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
一
小
節
で
心
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
涙
が
溢あ

ふ

れ
ま
し
た
。
市
制
施

行
20
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
だ
っ
た
「
新

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
」
公

演
。
そ
の
後
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
次
回

開
催
へ
の
期
待
と
要
望
の
声
。
そ
の
反
響

に
驚
き
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
そ
れ
と
同
時
に
進
ん
で
い
た

展
開
も
お
伝
え
し
た
い
。
11
月
の
市
の
公

演
に
先
駆
け
て
10
月
に
開
か
れ
た
関
興
寺

コ
ン
サ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。
実
は
、
平
成

５
年
に
同
寺
で
世
界
の
小
澤
征せ

い

爾じ

氏
指
揮

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ミ
ニ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
漏
れ
伝
わ
っ
た

こ
と
で
本
堂
と
境
内
に
千
人
を
越
え
る
か

と
思
わ
れ
る
聴
衆
が
押
し
寄
せ
た
の
だ
と
。

小
澤
さ
ん
は
昨
年
２
月
６
日
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
報
道
さ
れ
た
ま
さ

に
そ
の
時
、
お
寺
の
片
づ
け
を
さ
れ
て
い

た
ご
住
職
が
見
つ
け
た
の
が
31
年
前
の
コ

ン
サ
ー
ト
時
の
小
澤
さ
ん
と
演
奏
家
た
ち

の
名
寄
せ
サ
イ
ン
色
紙
。
世
界
的
奏
者
で

氏
の
盟
友
ロ
ス
ト
ロ
ポ
ー
ヴ
ィ
チ
さ
ん
の

名
も
。
後
年
に
晋
山
さ
れ
当
時
を
知
ら
な

い
ご
住
職
で
し
た
が
「
た
だ
な
ら
ぬ
仏
縁

を
感
じ
」
ら
れ
、
追
悼
の
演
奏
会
を
思
案

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
に
私
か
ら
、

フ
ィ
ル
と
橋
渡
し
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
ど
う
で
す
か
？
と
。
地
域
で
語
り

継
が
れ
て
き
た
お
寺
と
小
澤
さ
ん
の
逸
話

を
知
る
私
は
、
正
直
少
し
気
楽
に
。
そ
ん

な
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
露

と
も
知
ら
ず
。
実
現
し
た
追
悼
コ
ン
サ
ー

ト
は
誠
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　
話
戻
っ
て
、
新
日
本
フィ
ル
の
こ
と
。
一

昨
年
の
夏
の
招
致
打
診
か
ら
公
演
へ
の
流

れ
は
、
こ
の
コ
ラ
ム（
令
和
６
年
６
月
号
）

に
書
き
ま
し
た
。
総
責
任
者
の
Ｋ
さ
ん
と

「
音
楽
の
力
」
で
街
を
変
え
て
い
こ
う
と

共
鳴
し
合
え
て
い
た
こ
と
も
。
残
念
な
が

ら
Ｋ
さ
ん
は
出
会
い
か
ら
半
年
、
病
に
倒

れ
ら
れ
昨
年
初
夏
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

あ
の
公
演
で
傍
ら
に
い
て
く
だ
さ
っ
た
は

ず
で
、
将
来
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
い
っ
ぱ

い
話
し
た
い
方
で
し
た
。
３
月
６
日
、
墨
田

区
の
本
部
を
訪
れ
、Ｋ
さ
ん
が
提
案
し
て

く
れ
て
い
た
全
国
で
３
番
目
と
な
る
楽
団

の
地
方
拠
点
協
定
へ
の
正
式
申
請
の
伺
い

に
。
市
は
今
年
度
、
市
内
の
高
校
生
ま
で

を
対
象
と
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

予
定
。
小
澤
さ
ん
と
フィ
ル
を
創
設
し
た

山
本
直
純
氏
の「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ
て

来
た
」。こ
れ
か
ら
は「
いつ
も
や
っ
て
く
る
」

街
へ
。
音
楽
、
芸
術
の
力
で
雪
国
の
鬱う
つ

々う
つ

と
し
た
負
の
一
面
も
吹
っ
飛
ば
し
た
い
。
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協力隊 武田さん

南魚沼市の
SNS

雪合戦のようす
運営した中学生

私の国はこんなところ

IUJで学んでいること、将来のこと

　ユーラシア大陸の真ん中に位置するカザフスタンは、
古代と現代の文化が織りなす国です。果てしなく広がる

草原、雄大な山々、シルクロードの歴史を受け継ぐ魅力あふれる風景、さらには、
神秘的で美しいアルタイ山脈、首都アスタナの未来的な建造物など、心惹かれる場
所が無限にあります。

　来日前は、国の郵便事業のゼネラル・マネージャーとして組織を改
革する取り組みを担当し、国家統計局で働く機会に恵まれました。そ
の間、政策と開発への知識を深めると同時に、国際安全保障と外交に
大きな関心を抱くようになりました。現在、私は国際大学の国際関係
学プログラムで、現代の紛争が国際安全保障に与える影響や、中央ア
ジア諸国がグローバルな課題の中で中立性を維持するための戦略につ
いて研究しています。帰国後は、国際大学で得た洞察力を基に、国際
的なパートナーシップを育み、地域の安定を促進していくことをめざ
します。
　南魚沼の静けさと自然の美しさは、私にとても大きなインスピレー
ションを与えてくれています。

YouKey中学生メンバーが「雪上運動会」を運営

「YouKeyの活動」
について紹介しま
す。

市ウェブサイト 公式Facebook

シリーズ

第144回
国際大学留学生 お国自慢コーナー

カザフスタン共和国    サブルジャン イェドゥゲ さん

防災LINE 防災メール

【問合せ】U＆Iときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659

～Beauty of my country～

　２月23日に欠之上クロスカントリーコースで行われた2025スノーアクティ
ビティで、雪上運動会を今年度YouKeyプロジェクト（中学生・高校生の地域
探求事業）に参加した中学生３人が担いました。３人はYouKeyプロジェクト
で「自分たち（若者）が自ら動くことで地域にコミュニケーションが生まれ、
それが地域活性化につながる！」という思いを持ち活動を半年間行いました。
そこに加えて、2025スノーアクティビティ企画運営の機会をいただき、雪国
らしいイベントをしたいメンバーの思いを実現することができました。昨年
12月からミーティングを重ね、当日のスケジュールや募集の計画を立ててき
ました。私は、Youkeyプロジェクトのディレクターとして、ミーティングの
サポートや準備、進行サポート、審判、写真撮影を行いまし
た。当日は５チーム計20人が参加し、小学生から大人まで
年齢と国籍を超えた交流ができました。
　私ごとですが、地域おこし協力隊として活動をするのは一
旦終了となります。４月からは大学に復学しますが、あらゆ
るものに魅了されたここ南魚沼市との関わりは今後の人生で
も大切にしていきたいと強く思っています。お世話になった
みなさんありがとうございました。

運営した中学生
雪合戦のようす
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　上関保育園は昭和42年に開設
し、57年間の思い出とともに令和
６年度末で閉園します。きりん組

（年長児）が、ありがとうの気持ちを込め
て、保育園が喜ぶような絵やメッセージなど
を書き込みました。最後に、先生の描いた園
舎とみんなの似顔絵の前で「ありがとう！」
の掛け声で撮影しました。
　４月からは石打保育園と統合し、新たにス
タートします。

3/1

普光寺の毘沙門堂で越後浦佐毘沙門堂裸押合大
祭が開催されました

3/1

越後上布の雪ざらし実演会・体験
塩沢中学校グラウンドを会場に、越後上布技術保存協
会のご協力により快晴の中で行われました。
体験には、市内の小学生7人と保護者が参加しました。
雪ざらしは、2月後半～3月の晴天の日に織りあがっ
た反物を雪上にさらす仕上げの工程です。

みなみうおぬまフォトレポートみなみうおぬまフォトレポート

市民の動き 令和７年２月末日現在 (　)は対前月比
●人口  52,181人（－106）／男 25,560人（－60）　女 26,621人（－46）　●世帯数  20,332戸（－43）

市ウェブサイト

詳しくは

南魚沼フォトギャラリー南魚沼フォトギャラリー

市公式ウェブサイトに
新しい投稿ページがスタート！
　南魚沼の景色や行事など南魚沼市のさま
ざまな魅力を市民のみなさんから投稿して
いただき、紹介するページです。
　みなさんの投稿をお待ちしています。

市ウェブサイト「南魚沼フォトギャラリー」

（下写真撮影：市民カメラマン　竹内雅之さん）

植物油インキを使用
しています。

UD フォントを使用
しています。

再生紙を使用してい
ます。

今月の
表紙


